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リモ女 ☆ 演劇部活動中！上演台本 

リ
モ
女 

☆ 

演
劇
部 

 

ユ
キ 

 
三
船 

雪 

女
優
に
憧
れ
る
演
劇
少
女
。 

  

ツ
ム
ギ 

木
村 

紬 

小
学
校
時
代
、
有
名
子
役
だ
っ
た
。 

  

リ
ン 

 

稲
葉 

凛 

宝
塚
的
美
人
で
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
が
あ
る
人
気
者
。 

  

コ
コ
ハ 

加
東 

心
春 

 

メ
ガ
ネ
っ
子
の
変
人
、
占
い
好
き
。 

  

チ
ア
キ 

千
秋 

芽
生 

歌
っ
て
踊
れ
る
女
芸
人
を
目
指
し
て
い
る
。 

  

エ
マ
エ
マ 

仲
代 

絵
麻 

 

声
優
志
望
の
ア
ニ
メ
オ
タ
ク
。 

  

キ
ー
コ 

宇
津
井 

季
子 

 
 

学
校
に
内
緒
で
グ
ラ
ビ
ア
モ
デ
ル
を
や
っ
て
い
る
。 

  

ハ
ナ
っ
ち 

宮
口 

は
な 

 
 

体
操
部
出
身
の
体
育
会
系
少
女
。 

  

リ
オ
／
部
長 

志
村 

莉
緒 

演
劇
部
部
長
。 
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リモ女 ☆ 演劇部活動中！上演台本 

 
 

作
／
演
出 

入
江
お
ろ
ぱ 

 
客
電
が
落
ち
て
い
き
、
Ｂ
Ｇ
が
上
が
り
カ
ッ
ト
ア
ウ
ト
。 

 
 
 
 
 
 

完
全
暗
転
に
な
っ
て
、
Ｓ
Ｅ
遠
く
で
鐘
の
音
。 

○ 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

 

學
園
長
先
生
の
声
「
聖
リ
モ
ネ
ー
ル
學
園
高
等
女
子
部
、
演
劇
部
部
長
に
、
志
村
莉
緒
さ
ん

を
任
命
し
ま
す
」 

  
 
 
 
 
 

Ｏ
Ｐ
曲
が
か
か
り
、 

明
か
り
が
つ
く
と
板
付
き
で
９
人
の
制
服
の
部
員
た
ち
。 

歌
と
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
。 

  
 
 
 
 
 

各
キ
ャ
ラ
の
特
徴
、
関
係
性
を
歌
中
で
。 

 
 
 
 
 
 

ユ
キ
は
明
る
く
、
ツ
ム
ギ
は
少
し
影
が
あ
る
。
対
照
的
な
２
人
は
仲
良
し
。 

 
 
 
 
 
 

リ
ン
、
宝
塚
の
よ
う
な
華
麗
さ
、
周
り
は
拍
手
し
て
う
っ
と
り
。 

 
 
 
 
 
 

コ
コ
ハ
、
タ
ロ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
引
い
て
、
誰
か
を
占
う
。 

 
 
 
 
 
 

チ
ア
キ
、
マ
イ
ム
も
い
れ
た
コ
ミ
カ
ル
ダ
ン
ス
。 

 
 
 
 
 
 

エ
マ
エ
マ
は
、
声
優
ア
イ
ド
ル
の
よ
う
に
。 

 
 
 
 
 
 

キ
ー
コ
は
、
ち
ょ
っ
と
お
色
気
ダ
ン
ス
。 

 
 
 
 
 
 

ハ
ナ
っ
ち
は
、
ア
ク
ロ
も
取
り
入
れ
た
も
の
を
。 

 
 
 
 
 
 

部
長
、
ソ
ロ
で
は
緊
張
し
て
し
ま
う
。 

  
 
 
 
 
 

全
員
手
作
り
感
満
載
な
パ
ネ
ル
を
持
つ
。 

部
長
が
指
図
、
間
違
っ
た
り
し
て
、
最
後
☆
を
持
っ
た
部
長
が
入
っ
て
完
成
。 

 
 
 
 
 
 

【
リ
モ
】 

ユ
キ 
 
 

 

苺 

 
 
 
 
 
 

【
女
】 

 

ツ
ム
ギ 

 
 

苺 

 
 
 
 
 
 

【
☆
】 
 

部
長 

 
 

 

蜜
柑 

 
 
 
 
 
 

【
演
】 

 

リ
ン 

 
 

 

苺 

 
 
 
 
 
 

【
劇
】 

 

コ
コ
ハ 

 
 

蜜
柑 

 
 
 
 
 
 

【
部
】 

 

チ
ア
キ 

 
 

桃 

 
 
 
 
 
 

【
活
】 

 

エ
マ
エ
マ 

 

桃 

 
 
 
 
 
 

【
動
】 

 

キ
ー
コ 

 
 

桃 

 
 
 
 
 
 

【
中
！
】 

ハ
ナ
っ
ち 

 

蜜
柑 
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暗
転
。 

Ｓ
Ｅ
放
課
後
の
チ
ャ
イ
ム
。 

 

① 

苺
組
の
教
室 

 

 

Ｓ
Ｅ
教
室
の
ざ
わ
ざ
わ
。 

ユ
キ
と
ツ
ム
ギ
が
椅
子
に
座
っ
て
い
る
。 

机
に
は
鞄
。
奥
に
は
リ
ン
が
本
を
読
ん
で
い
る
フ
リ
で
、
二
人
を
見
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

コ
ロ
ナ
蔓
延
し
て
い
る
中
で
の
授
業
、
生
徒
は
透
明
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
。 

  
 
 
 
 
 

ユ
キ
、
大
き
く
伸
び
を
す
る
。 

 

ユ
キ 

「
終
わ
っ
た
ー
」 

ツ
ム
ギ
「
長
か
っ
た
ね
、
古
文
の
授
業
」 

ユ
キ 

「
そ
お
？
」 

ツ
ム
ギ
「
ユ
キ
、
ず
っ
と
寝
て
た
で
し
ょ
」 

ユ
キ 

「
木
村
先
生
す
ぐ
吟
じ
る
か
ら
、
眠
く
な
る
ん
だ
も
ん
」 

ツ
ム
ギ
「
ホ
ン
ト
や
め
て
欲
し
い
。
あ
れ
、
セ
ク
ハ
ラ
で
訴
え
た
ら
勝
て
る
と
思
う
」 

ユ
キ 

「
ダ
メ
だ
よ
、
一
応
、
演
劇
部
の
顧
問
な
ん
だ
か
ら
」 

ツ
ム
ギ
「
そ
っ
か
。
全
然
来
な
い
け
ど
ね
」 

ユ
キ 

「
ね
、
昨
日
の
部
活
の
課
題
、
や
っ
た
？ 

早
口
言
葉
の
お
稽
古
」 

ツ
ム
ギ
「
稽
古
っ
て
、
そ
ん
な
の
す
る
必
要
あ
る
？ 

神
ア
ニ
メ
神
ア
ニ
メ
神
ア
ニ
メ
。
は

い
！
」 

ユ
キ 

「（
言
う
）」 

ツ
ム
ギ
「
（
例
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
客
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
客
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
客
。
は
い
！
」 

ユ
キ 

「（
言
う
）」 

  
 
 
 
 
 

言
え
た
言
え
な
い
の
ア
ド
リ
ブ
な
ど
あ
っ
て
。 

 
 
 
 
 
 

リ
ン
、
本
を
手
に
２
人
に
近
寄
る
。 

 

リ
ン 

「
部
活
、
行
か
な
い
の
？
」 

ユ
キ 

「
リ
ン
。
い
ま
行
く
と
こ
。
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
、
一
緒
に
行
こ
」 

  
 
 
 
 
 

ユ
キ
、
バ
タ
バ
タ
と
カ
バ
ン
に
物
を
詰
め
る
。 
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リ
ン 

「
あ
あ
、
わ
た
し
図
書
室
に
寄
る
か
ら
、
先
出
る
よ
。
じ
ゃ
、
あ
と
で
」 

ツ
ム
ギ
「
う
ん
」 

ユ
キ 

「
あ
と
で
ね
ー
」 

  
 
 
 
 
 

リ
ン
、
去
る
。 

 

ユ
キ 

「
さ
て
、
あ
た
し
ら
も
行
き
ま
す
か
」 

  
 
 
 
 
 

ユ
キ
、
立
ち
上
が
る
が
ツ
ム
ギ
は
座
っ
た
ま
ま
。 

 

ツ
ム
ギ
「
…
…
…
」 

ユ
キ 

「
ど
う
し
た
の
？
」 

ツ
ム
ギ
「
…
ち
ょ
っ
と
今
日
は
疲
れ
た
か
ら
、
休
も
う
か
な
」 

ユ
キ 

「
え
…
ど
っ
か
具
合
悪
い
の
？
」 

ツ
ム
ギ
「
う
う
ん
、
そ
う
い
う
わ
け
じ
ゃ
無
い
ん
だ
け
ど
」 

ユ
キ 

「
じ
ゃ
行
こ
う
よ
、
今
日
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
あ
る
っ
て
」 

ツ
ム
ギ
「
…
…
…
」 

ユ
キ 

「
わ
た
し
、
書
記
な
ん
て
で
き
る
か
な
。
私
な
ん
か
よ
り
ツ
ム
ギ
の
方
が
よ
っ
ぽ
ど

字
も
綺
麗
だ
し
、
ま
と
め
ら
れ
る
し
。
ね
え
？
」 

ツ
ム
ギ
「
…
…
…
」 

ユ
キ 

「
ツ
ム
ギ
？
」 

ツ
ム
ギ
「
あ
、
ご
め
ん
。
（
誤
魔
化
し
て
）
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
っ
て
何
話
す
の
か
な
？
」 

ユ
キ 

「
な
ん
だ
ろ
う
ね
。
初
め
て
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
だ
も
ん
、
私
も
わ
か
ん
な
い
け
ど
、

楽
し
み
」 

ツ
ム
ギ
「
ユ
キ
は
前
向
き
だ
ね
…
…
」 

ユ
キ 

「（
笑
っ
て
）
な
に
そ
れ
。
さ
っ
、
も
う
行
か
な
ゃ
。
部
長
よ
り
遅
れ
て
行
っ
た
ら
マ

ズ
イ
っ
て
」 

  
 
 
 
 
 

ユ
キ
、
ツ
ム
ギ
の
手
を
取
っ
て
連
れ
て
行
こ
う
と
す
る
。 

 

ツ
ム
ギ
「
え
、
ち
ょ
っ
と
」 

ユ
キ 

「
は
や
く
は
や
く
ー
」 

ツ
ム
ギ
「
わ
か
っ
た
、
わ
か
っ
た
か
ら
～
…
」 

  
 
 
 
 
 

強
引
に
ユ
キ
に
連
れ
て
行
か
れ
る
ツ
ム
ギ
。 

 
 
 
 
 
 

転
換
Ｂ
Ｇ
Ｍ
① 
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リモ女 ☆ 演劇部活動中！上演台本 

 
 
 
 
 
 

部
員
た
ち
が
机
や
椅
子
を
持
っ
て
来
て
部
室
へ
転
換
。 

 

② 

演
劇
部
部
室 

会
議 

 

  
 
 
 
 
 

コ
コ
ハ
、
チ
ア
キ
、
エ
マ
エ
マ
、
キ
ー
コ
、
ハ
ナ
っ
ち
が
い
る
。 

座
っ
て
い
る
コ
コ
ハ
が
キ
ー
コ
を
タ
ロ
ッ
ト
で
占
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

チ
ア
キ
、
ハ
ナ
っ
ち
は
一
発
ギ
ャ
グ
を
考
え
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

エ
マ
エ
マ
は
絵
を
描
い
て
い
る
。 

 

コ
コ
ハ
「
キ
ー
コ
、
ま
ず
こ
の
カ
ー
ド
を
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
て
」 

キ
ー
コ
「
こ
う
で
す
の
？
」 

  
 
 
 
 
 

キ
ー
コ
、
机
の
上
の
シ
ャ
ッ
フ
ル
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

チ
ア
キ
が
ハ
ナ
っ
ち
に
ギ
ャ
グ
の
振
付
を
し
て
い
る
。 

 

チ
ア
キ
「
右
手
も
っ
と
上
げ
て
…
…
こ
う
…
そ
れ
で
回
転
！
」 

  
 
 
 
 
 

回
転
で
跳
ね
飛
ば
さ
れ
た
チ
ア
キ
。 

 

チ
ア
キ
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
…
ね
え
チ
ア
キ
、
こ
れ
面
白
い
？
」 

チ
ア
キ
「
改
良
の
余
地
は
あ
る
。
な
ん
と
か
部
長
に
面
白
い
っ
て
認
め
さ
せ
て
、
コ
ン
ト
の

台
本
を
書
か
せ
な
き
ゃ
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
部
長
、「
演
劇
命
」
だ
か
ら
無
理
だ
と
思
う
よ
」 

チ
ア
キ
「
あ
き
ら
め
な
い
で
」 

コ
コ
ハ
「
Ｏ
Ｋ
！
」 

 

コ
コ
ハ
が
カ
ー
ド
を
ま
と
め
て
い
る
。 

 

コ
コ
ハ
「
そ
れ
じ
ゃ
コ
コ
ハ
が
１
枚
引
く
か
ら
ね
～
」 

キ
ー
コ
「
お
願
い
し
ま
す
。
な
る
べ
く
い
い
の
を
―
―
」 

コ
コ
ハ
「
し
っ
！ 

集
中
さ
せ
て
」 

  
 
 
 
 
 

チ
ア
キ
、
ハ
ナ
っ
ち
見
に
来
る
。 

 

コ
コ
ハ
「
…
う
う
ー
ぅ
」 
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一
同 

「（
緊
張
）」 

コ
コ
ハ
「
や
ー
！
」 

キ
ー
コ
「
…
な
に
が
出
ま
し
た
？
」 

コ
コ
ハ
「（
見
せ
て
）
で
ま
し
た
ー
っ
」 

チ
ア
キ
「
や
ば
み
！
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
こ
れ
、
何
の
カ
ー
ド
？
」 

コ
コ
ハ
「
お
お
…
こ
れ
は
…
…
…
」 

一
同 

「（
ご
く
り
）」 

コ
コ
ハ
「
知
ら
な
い
」 

  
 
 
 
 
 

ガ
ク
ッ
と
一
同
、
倒
れ
る
チ
ア
キ
。 

 

キ
ー
コ
「
ち
ょ
っ
と
ー
！
」 

チ
ア
キ
「
新
喜
劇
か
！
」 

コ
コ
ハ
「
冗
談
～
、
冗
談
で
す
～
。
こ
れ
は
ね
、
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
っ
て
い
う
カ
ー
ド
」 

キ
ー
コ
「
え
、
世
界
？ 

世
界
が
私
の
物
に
な
る
の
？
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
お
い
お
い
」 

コ
コ
ハ
「
ま
あ
、
簡
単
に
言
う
と
そ
う
い
う
こ
と
」 

キ
ー
コ
「
や
っ
た
ー
！
」 

チ
ア
キ
「
簡
単
だ
な
、
世
界
！
」 

エ
マ
エ
マ
「
は
い
は
ー
い
！
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
今
度
は
何
、
エ
マ
エ
マ
」 

エ
マ
エ
マ
「
絵
が
出
来
ま
し
た
！ 

今
日
は
（
仮
に
）
部
長
を
描
い
た
よ
！
」 

キ
ー
コ
「
え
、
見
せ
て
見
せ
て
」 

  
 
 
 
 
 

一
同
、
エ
マ
エ
マ
の
絵
を
見
て
、 

 

エ
マ
エ
マ
「
バ
ン
ク
シ
ー
を
意
識
し
ま
し
た
」 

コ
コ
ハ
「（
感
想
）
」 

ハ
ナ
っ
ち
「（
感
想
）」 

チ
ア
キ
「（
感
想
）」 

  
 
 
 
 
 

ユ
キ
と
ツ
ム
ギ
が
入
っ
て
来
る
。 

 

ユ
キ 

「
ど
し
た
の
、
み
ん
な
」 

エ
マ
エ
マ
「
ユ
キ
、
ツ
ム
ギ
。
見
て
見
て
こ
れ
、
ボ
ク
が
描
き
ま
し
た
！
」 
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ユ
キ 

「
わ
ー
、
す
ご
ー
い
」 

ツ
ム
ギ
「
エ
マ
エ
マ
、
こ
れ
っ
て
部
長
？
」 

エ
マ
エ
マ
「
そ
う
な
の
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
の
で
す
！
」 

ユ
キ 

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
っ
て
誰
に
？
」 

エ
マ
エ
マ
「
聖
リ
モ
ネ
ー
ル
學
園
高
等
男
子
部
の
皆
さ
ん
に
で
す
！ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

応
募
し
て
ね
～
（
な
ど
の
告
知
）
」 

チ
ア
キ
「
誰
に
言
っ
て
ん
の
？
」 

キ
ー
コ
「
じ
ゃ
あ
私
も
、
こ
の
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ち
ゃ
い
ま
す
！
」 

コ
コ
ハ
「
そ
れ
コ
コ
ハ
の
」 

キ
ー
コ
「
だ
っ
て
世
界
く
れ
る
っ
て
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
お
い
お
い
お
い
」 

チ
ア
キ
「
新
し
い
ギ
ャ
グ
思
い
付
い
た
！
」 

ユ
キ 

「
見
せ
て
見
せ
て
」 

  
 
 
 
 
 

わ
ち
ゃ
わ
ち
ゃ
が
や
が
や
騒
が
し
い
演
劇
部
。 

リ
ン
が
入
っ
て
来
る
。 

 

リ
ン 

「
…
う
わ
。
な
に
こ
れ
…
…
う
ん
？
」 

  
 
 
 
 
 

振
り
向
く
と
、
部
長
が
沈
黙
の
怒
り
で
立
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

リ
ン
、
や
ば
い
と
思
っ
て
咳
払
い
。
何
度
も
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

だ
ん
だ
ん
と
気
付
い
て
い
く
が
、
チ
ア
キ
と
ユ
キ
は
気
付
い
て
い
な
い
。 

 
 
 
 
 
 

ツ
ム
ギ
が
ユ
キ
に
何
と
か
報
せ
よ
う
と
す
る
。 

 

チ
ア
キ
「
新
ギ
ャ
グ
い
き
ま
ー
す
」 

ツ
ム
ギ
「（
小
声
）
ユ
キ
う
し
ろ
」 

チ
ア
キ
「
何
を
言
わ
れ
て
も
ド
キ
ド
キ
ワ
ー
ド
に
聞
こ
え
ち
ゃ
う
思
春
期
の
女
子
。（
ユ
キ
に
）

あ
、
ス
タ
バ
は
っ
け
ー
ん
！ 

ね
え
シ
ョ
ウ
タ
く
ん
、
ち
ょ
っ
と
寄
っ
て
い
か
な

い
？
」 

ユ
キ 

「
そ
う
だ
な
ー
、
こ
う
暑
い
と
、
熱
中
症
に
―
―
」 

チ
ア
キ
「
ネ
ッ
チ
ュ
ウ
シ
ョ
ウ
！
？
…
ネ
ッ
チ
ュ
ー
シ
ョ
ウ
ネ
ッ
チ
ュ
ー
し
よ
う
…
…
ね
え
、

チ
ュ
ー
し
よ
お
？
…
」 

ユ
キ
・
チ
ア
キ
「
キ
ャ
ー
ッ
！
！
」 

ハ
ナ
っ
ち
「（
小
声
）
チ
ア
キ
」 

ツ
ム
ギ
「（
小
声
）
ユ
キ
や
ば
い
、
ほ
ん
と
や
ば
い
…
」 

ユ
キ 

「
ね
っ
ち
ゅ
ー
し
ょ
ー
っ
て
―
―
」 
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ユ
キ
、
振
り
向
く
と
、
部
長
の
顔
。 

 

部
長 

「
…
…
…
」 

ユ
キ 

「
―
―
…
気
を
付
け
な
い
と
ね
…
」 

部
長 

「
ユ
キ
、
チ
ア
キ
」 

ユ
キ
・
チ
ア
キ
「
は
い
！
」 

部
長 

「
席
に
つ
い
て
」 

ユ
キ
・
チ
ア
キ
「
は
い
…
」 

部
長 

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

一
同 

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
ー
す
」 

部
長 

「
創
部
し
て
か
ら
一
週
間
、
み
ん
な
が
仲
良
く
な
っ
て
き
て
る
の
は
良
い
事
だ
と
思

う
け
ど
…
…
部
室
に
入
っ
た
ら
〝
演
劇
部
〟
の
活
動
で
す
。
休
み
時
間
と
カ
ン
違

い
し
て
い
る
人
は
部
活
動
を
す
る
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
」 

チ
ア
キ
「
は
い
…
」 

ユ
キ 

「
す
み
ま
せ
ん
…
」 

部
長 

「
で
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
く
だ
さ
い
」 

  
 
 
 
 
 

椅
子
や
机
を
出
し
て
会
議
の
準
備
を
す
る
一
同
。 

部
員
た
ち
着
席
す
る
。 

 

部
長 

「
ユ
キ
、
書
記
係
り
お
願
い
し
ま
す
」 

ユ
キ 

「
は
、
は
い
！
」 

  
 
 
 
 
 

ユ
キ
、
黒
板
又
は
ノ
ー
ト
に
書
記
を
す
る
。 

 

部
長 

「
第
一
回
リ
モ
女
演
劇
部
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
は
じ
め
ま
す
。
全
員
い
ま
す
ね
？
」 

一
同 

「
は
ー
い
」 

部
長 

「
最
初
に
、
部
費
に
つ
い
て
の
説
明
で
す
。
創
部
し
た
ば
か
り
と
い
う
こ
と
で
、
學

園
は
予
算
が
下
り
な
い
と
言
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
顧
問
の
木
村
先
生
と
掛
け
合

っ
て
、
な
ん
と
か
必
要
最
低
限
の
金
額
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
部
室
の

備
品
な
ど
は
こ
れ
を
充
て
ま
す
。
皆
さ
ん
、
大
事
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」 

一
同 

「
は
ー
い
」 

部
長 

「
質
問
が
無
け
れ
ば
、
次
の
議
題
に
行
き
ま
す
。
演
劇
部
の
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ

い
て
、
話
し
合
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
」 

コ
コ
ハ
「
こ
れ
か
ら
の
活
動
？
」 
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リ
ン 

「
活
動
っ
て
、
芝
居
を
や
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

部
長 
「
も
ち
ろ
ん
演
劇
を
や
っ
て
く
わ
け
だ
け
ど
、
い
ま
の
よ
う
に
基
礎
体
力
、
発
声
練

習
、
ダ
ン
ス
練
習
、
エ
チ
ュ
ー
ド
を
繰
り
返
し
て
て
も
、
演
劇
の
本
質
に
辿
り
つ

く
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
や
っ
ぱ
り
公
演
を
や
ら
な
き
ゃ
」 

一
同 

「
公
演
！
？
」 

コ
コ
ハ
「（
ブ
ラ
ン
コ
こ
い
で
）
ギ
ー
ッ
ギ
ー
ッ
…
」 

部
長 

「
そ
れ
は
ブ
ラ
ン
コ
の
あ
る
公
園
」 

コ
コ
ハ
「
ご
め
ん
…
」 

部
長 

「
教
室
を
借
り
て
、
リ
モ
女
演
劇
部
の
旗
揚
げ
公
演
を
打
ち
た
い
の
。
み
ん
な
の
意

見
を
聞
か
せ
て
」 

  
 
 
 
 
 

一
同
、
突
然
の
提
案
に
ざ
わ
つ
く
。 

 

部
長 

「
ど
う
？ 

大
き
な
議
題
だ
か
ら
一
人
ず
つ
聞
こ
う
か
な
。
ま
ず
は
チ
ア
キ
」 

チ
ア
キ
「
私
は
や
り
た
い
！ 

そ
ん
で
前
説
の
担
当
し
た
い
な
～
」 

部
長 

「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
」 

チ
ア
キ
「
拍
手
の
練
習
と
か
や
る
ん
だ
よ
ね
。
せ
ー
の
、（
叩
い
て
）
パ
ン
パ
パ
パ
ン
」 

部
長 

「
賛
成
に
一
票
ね
」 

ユ
キ 

「
は
い
（
書
く
）」 

部
長 

「
エ
マ
エ
マ
は
ど
う
？
」 

エ
マ
エ
マ
「
は
い
！ 

ボ
ク
も
賛
成
で
す
！ 

お
客
さ
ん
の
前
で
お
芝
居
や
る
の
楽
し
そ

う
！
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
あ
た
し
も
！ 

ス
ポ
ー
ツ
に
置
き
換
え
た
ら
、
公
演
っ
て
本
番
の
試
合
だ
と
思

う
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
い
」 

部
長 

「
そ
う
よ
ね
。
キ
ー
コ
は
ど
う
思
う
？
」 

キ
ー
コ
「
う
ー
ん
、
で
も
、
こ
の
コ
ロ
ナ
の
状
況
で
公
演
す
る
の
？ 

そ
れ
っ
て
け
っ
こ
う

大
変
じ
ゃ
な
い
？
」 

リ
ン 

「
私
も
キ
ー
コ
に
同
意
か
な
。
公
演
そ
の
も
の
は
と
っ
て
も
い
い
と
思
う
け
ど
、
今

や
る
必
要
っ
て
あ
る
か
な
」 

部
長 

「
ツ
ム
ギ
は
？
」 

ツ
ム
ギ
「
え
…
」 

部
長 

「
子
役
を
や
っ
て
役
者
と
し
て
仕
事
を
し
て
た
こ
と
も
あ
る
ツ
ム
ギ
は
、
私
た
ち
よ

り
広
い
視
野
を
持
っ
て
る
と
思
う
。
意
見
を
聞
か
せ
て
」 

ツ
ム
ギ
「
そ
ん
な
こ
と
な
い
け
ど
…
…
私
も
リ
ン
の
考
え
に
近
い
か
な
。
せ
っ
か
く
や
る
ん

だ
っ
た
ら
、
み
ん
な
に
ち
ゃ
ん
と
期
待
さ
れ
て
や
り
た
い
っ
て
い
う
か
」 

部
長 

「
う
ん
…
。
経
験
し
て
る
と
、
そ
う
考
え
る
の
は
当
然
だ
よ
ね
。
見
に
来
な
い
だ
け
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じ
ゃ
な
く
て
、
陰
口
言
わ
れ
た
り
、
も
し
か
し
た
ら
嫌
が
ら
せ
を
受
け
る
か
も
知

れ
な
い
。
そ
ん
な
事
、
今
ま
で
だ
っ
た
ら
考
え
ら
れ
な
い
も
ん
ね
」 

  
 
 
 
 
 

一
同
、
暗
く
な
る
。 

 

コ
コ
ハ
「
そ
っ
か
…
」 

チ
ア
キ
「
や
り
た
い
け
ど
」 

エ
マ
エ
マ
「
様
子
見
す
べ
き
な
の
か
な
」 

部
長 

「
…
…
…
」 

  
 
 
 
 
 

ユ
キ
が
、
み
ん
な
を
真
剣
な
目
で
み
て
い
る
。 

 

ツ
ム
ギ
「
…
ユ
キ
？
」 

部
長 

「
言
い
た
い
こ
と
が
あ
る
な
ら
、
発
言
し
て
」 

ユ
キ 

「
こ
う
や
っ
て
、
悩
ん
だ
り
話
し
て
る
間
に
も
、
時
間
は
過
ぎ
て
い
く
」 

一
同 

「
？
」 

ユ
キ 

「
楽
し
い
時
間
っ
て
あ
っ
と
言
う
間
じ
ゃ
な
い
。
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
と
思
っ
て
た

高
校
も
、
も
う
け
っ
こ
う
経
っ
て
る
。
私
た
ち
の
高
校
生
活
っ
て
思
っ
た
よ
り
短

い
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
状
況
が
ど
う
な
る
か
は
世
界
中
の
誰
に
も
わ
か
ら
な
い

で
し
ょ
？ 

だ
っ
た
ら
、
消
極
的
な
こ
と
は
し
た
く
な
い
。
最
初
は
失
敗
し
て
も
、

次
は
成
功
さ
せ
れ
ば
い
い
と
思
う
」 

部
長 

「
…
う
ん
。
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
の
繰
り
返
し
。
と
に
か
く
挑
戦
し
な
き
ゃ
何
も
は
じ

ま
ら
な
い
し
。
公
演
を
や
っ
て
は
じ
め
て
〝
演
劇
部
〟
。
板
を
踏
ん
で
、
は
じ
め

て
〝
役
者
〟
。
演
劇
部
と
名
乗
る
に
は
公
演
を
経
験
し
な
き
ゃ
。
よ
し
、
絶
対
公

演
を
打
と
う
！
」 

  
 
 
 
 
 

一
同
、
頷
く
。 

 

コ
コ
ハ
「
や
ー
っ
！
」 

キ
ー
コ
「
コ
コ
ハ
？
」 

  
 
 
 
 
 

コ
コ
ハ
、
タ
ロ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
一
枚
抜
き
出
し
て
掲
げ
る
。 

 

コ
コ
ハ
「
お
お
…
こ
れ
は
…
…
運
命
の
輪
！
」 

リ
ン 

「
ど
う
い
う
カ
ー
ド
？
」 

コ
コ
ハ
「
幸
運
、
成
功
の
暗
示
だ
よ
！
」 
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「
お
ー
！
」
と
喜
ぶ
一
同
、
笑
顔
。 

 

部
長 

「
そ
う
と
決
ま
っ
た
ら
演
目
を
決
め
な
き
ゃ
。
記
念
す
べ
き
旗
揚
げ
公
演
だ
か
ら
ね
。

名
作
と
言
わ
れ
て
る
戯
曲
を
選
ぶ
か
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
作
り
上
げ
る
か
。

み
ん
な
は
ど
う
思
う
？
」 

エ
マ
エ
マ
「
は
い
は
ー
い
！ 

ボ
ク
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
が
い
い
と
思
い
ま
す
」 

部
長 

「
エ
マ
エ
マ
が
考
え
て
る
の
、
ど
ん
な
の
？
」 

エ
マ
エ
マ
「
男
の
子
と
女
の
子
が
入
れ
替
わ
っ
ち
ゃ
っ
て
、
そ
れ
で
災
害
を
阻
止
す
る
た
め

に
雨
を
降
ら
す
ん
で
す
！
」 

部
長 

「
却
下
！
」 

エ
マ
エ
マ
「
え
ー
…
」 

  
 
 
 
 
 

ユ
キ
、『
君
の
名
は
天
気
』
と
書
い
て×
。 

 

チ
ア
キ
「
エ
マ
エ
マ
パ
ク
リ
は
ダ
メ
。
私
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
や
つ
で
勝
負
し
た
い
。

特
殊
能
力
を
持
っ
て
る
が
故
に
差
別
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
世
界
を

奪
お
う
と
す
る
組
織
と
戦
う
話
！
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
お
お
」 

キ
ー
コ
「
壮
大
だ
わ
」 

リ
ン 

「
で
も
…
」 

部
長 

「
た
し
か
に
ど
の
作
品
っ
て
言
え
な
い
け
ど
…
よ
く
あ
る
設
定
す
ぎ
て
却
下
！
」 

  
 
 
 
 
 

ユ
キ
、『
ま
ー
べ
る
的
な
の
』
と
書
い
て×

。 

 

部
長 

「
そ
も
そ
も
高
校
演
劇
と
い
う
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
考
え
て
よ
ね
」 

コ
コ
ハ
「
コ
コ
ハ
も
考
え
た
ー
」 

部
長 

「
な
に
？
」 

コ
コ
ハ
「
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
が
、
夏
休
み
に
お
泊
り
会
を
し
て
成
長
す
る
の
」 

キ
ー
コ
「
お
泊
り
会
、
あ
っ
た
ね
」 

ツ
ム
ギ
「
帰
り
た
い
っ
て
泣
く
子
い
た
」 

チ
ア
キ
「
親
が
迎
え
に
来
て
ね
」 

エ
マ
エ
マ
「
ボ
ク
は
ア
ニ
メ
が
見
れ
な
く
て
泣
い
た
の
覚
え
て
ま
す
」 

部
長 

「
却
下
」 

コ
コ
ハ
「
な
ん
で
ー
？
」 

部
長 

「
み
ん
な
幼
稚
園
児
役
は
キ
ツ
い
で
し
ょ
」 
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一
同
、
頷
く
。 

ユ
キ
、『
園
児×

 

Ｊ
Ｋ
で
ギ
リ
セ
ー
フ
』
と
書
く
。 

 

部
長 

「
そ
も
そ
も
園
児
が
成
長
っ
て
当
た
り
前
。
毎
日
育
っ
て
ん
だ
か
ら
」 

コ
コ
ハ
「
そ
っ
か
ー
」 

部
長 

「
他
に
は
な
い
の
？
」 

キ
ー
コ
「
私
は
青
春
ラ
ブ
コ
メ
と
か
憧
れ
る
な
」 

エ
マ
エ
マ
「
そ
れ
最
高
で
す
！
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
彼
氏
役
に
は
リ
ン
が
い
る
し
！
」 

リ
ン 

「
え
？
」 

ツ
ム
ギ
「
う
ん
素
敵
彼
氏
」 

チ
ア
キ
「
そ
れ
ア
ガ
る
！
」 

部
長 

「
う
ー
ん
、
で
も
ラ
ブ
コ
メ
に
テ
ー
マ
性
を
入
れ
る
の
、
難
し
い
な
…
」 

キ
ー
コ
「
恋
と
か
愛
は
テ
ー
マ
に
な
ら
な
い
？
」 

部
長 

「
ま
あ
、
高
校
演
劇
で
恋
愛
は
厳
し
い
か
な
。
や
っ
ぱ
り
観
た
人
に
何
か
残
る
作
品

を
作
り
た
い
し
。
恋
愛
要
素
は
あ
っ
て
も
い
い
と
思
う
け
ど
、
そ
れ
オ
ン
リ
ー
じ

ゃ
」 

  
 
 
 
 
 

ユ
キ
、『
恋
愛
Ｎ
Ｇ
！
』
と
書
く
。 

 

ツ
ム
ギ
「
友
情
モ
ノ
と
か
」 

エ
マ
エ
マ
「
三
銃
士
が
い
い
で
す
！
」 

チ
ア
キ
「
歌
い
た
い
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
殺
陣
や
り
た
い
！
」 

コ
コ
ハ
「
猫
が
主
役
」 

リ
ン 

「
や
っ
ぱ
ダ
ン
ス
だ
よ
ね
」 

キ
ー
コ
「
水
着
に
な
っ
て
も
い
い
で
す
よ
」 

一
同 

「
え
え
～
～
～
」 

ユ
キ 

「
無
理
無
理
」 

エ
マ
エ
マ
「
ボ
ク
に
需
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？
」 

  
 
 
 
 
 

聞
い
て
い
た
部
長
、
ひ
ら
め
く
。 

 

部
長 

「
よ
し
イ
メ
ー
ジ
沸
い
て
き
た
！ 

着
替
え
て
稽
古
に
し
ま
す
！
」 
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転
換
Ｂ
Ｇ
Ｍ
② 

 
 
 
 
 
 

部
員
た
ち
が
机
や
椅
子
を
は
け
る
。 

 

③ 

校
庭 

 

 

先
に
ジ
ャ
ー
ジ
に
着
替
え
た
ユ
キ
と
ツ
ム
ギ
。 

ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
出
て
来
る
。 

そ
の
場
走
り
を
し
な
が
ら
話
す
２
人
。 

 

ユ
キ 

「
ツ
ム
ギ
遅
い
よ
」 

ツ
ム
ギ
「
…
は
ぁ
、
体
育
以
外
で
走
る
な
ん
て
」 

ユ
キ 

「
校
庭
３
周
、
す
ぐ
だ
よ
」 

ツ
ム
ギ
「
ユ
キ
は
長
距
離
得
意
だ
か
ら
」 

ユ
キ 

「
置
い
て
っ
ち
ゃ
う
よ
」 

  
 
 
 
 
 

そ
の
場
走
り
を
続
け
て
い
く
２
人
。
と
、
ツ
ム
ギ
が
走
る
の
を
や
め
る
。 

 

ユ
キ 

「
…
ツ
ム
ギ
？
」 

ツ
ム
ギ
「
…
…
…
」 

ユ
キ 

「
ど
う
し
た
の
？ 

ど
っ
か
怪
我
し
た
？
」 

ツ
ム
ギ
「
ユ
キ
…
…
私
、
演
劇
部
や
め
る
」 

ユ
キ 

「
え
？
」 

ツ
ム
ギ
「
…
ご
め
ん
」 

ユ
キ 

「
な
ん
で
！
？
」 

ツ
ム
ギ
「
創
部
す
る
の
に
９
人
い
る
か
ら
っ
て
、
ユ
キ
に
頼
ま
れ
て
入
っ
た
け
ど
、
１
人
減

っ
た
か
ら
っ
て
、
も
う
學
園
も
廃
部
に
は
出
来
な
い
と
思
う
。
だ
か
ら
―
…
」 

ユ
キ 

「
旗
揚
げ
公
演
す
る
の
に
、
私
た
ち
、
お
芝
居
で
き
る
ん
だ
よ
！
？
」 

ツ
ム
ギ
「
…
…
…
」 

ユ
キ 

「
ね
ぇ
！
」 

ツ
ム
ギ
「
だ
か
ら
や
め
た
い
の
！
」 

ユ
キ 

「
ツ
ム
ギ
…
」 

ツ
ム
ギ
「
ユ
キ
に
は
前
に
話
し
た
と
思
う
け
ど
、
う
ち
の
両
親
、
仲
悪
い
ん
だ
。
今
、
パ
パ

が
家
を
出
て
別
居
中
な
ん
だ
け
ど
、
正
式
に
離
婚
調
停
に
入
る
み
た
い
で
」 

ユ
キ 

「
…
そ
う
な
ん
だ
」 

ツ
ム
ギ
「
そ
の
理
由
、
私
な
ん
だ
。
私
が
芝
居
を
や
ら
な
け
れ
ば
、
こ
ん
な
こ
と
に
は
な
っ

て
な
か
っ
た
…
」 
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ユ
キ 

「
え
？
」 

ツ
ム
ギ
「
昔
は
仲
が
良
か
っ
た
ん
だ
よ
。
小
学
校
３
年
の
頃
、
児
童
劇
団
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
パ
パ
と
マ
マ
と
３
人
で
行
っ
た
。
そ
れ
で
入
団
し
て
、
ド
ラ
マ
の
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
受
け
は
じ
め
た
。
最
初
は
「
芝
居
す
る
」
と
か
「
仕
事
」
と
か
全
然
考

え
て
な
く
て
、
友
達
と
一
緒
に
電
車
乗
っ
て
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
に
行
く
の

が
楽
し
か
っ
た
の
。
遠
足
み
た
い
な
気
分
で
。
あ
ん
ま
り
考
え
て
な
い
か
ら
、
セ

リ
フ
を
覚
え
る
の
も
苦
じ
ゃ
無
か
っ
た
し
、
泣
け
っ
て
言
わ
れ
た
ら
涙
も
流
せ
た
。

運
良
く
人
気
ド
ラ
マ
に
出
れ
て
Ｃ
Ｍ
に
も
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
急
に
お
金
が
入
っ
て
お
母
さ
ん
は
服
が
派
手
に
な
っ
た
。
お
父
さ
ん
は
車
を

買
っ
た
。
生
活
が
変
わ
っ
て
、
私
の
仕
事
の
入
れ
方
や
教
育
方
針
で
ぶ
つ
か
る
よ

う
に
な
っ
て
、
家
で
は
い
つ
も
言
い
争
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
は
精
神
的

に
不
安
定
に
な
っ
て
、
セ
リ
フ
が
覚
え
れ
な
く
な
っ
て
…
…
笑
う
シ
ー
ン
で
泣
き

だ
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
ま
ま
降
板
。
パ
パ
と
マ
マ
の
仲
は
さ
ら
に
悪
く
な
っ
て
、

そ
の
う
ち
パ
パ
は
家
を
出
て
い
っ
た
」 

ユ
キ 

「
…
…
知
ら
な
か
っ
た
」 

ツ
ム
ギ
「
お
芝
居
を
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
思
い
出
し
ち
ゃ
う
か
ら
…
。
ご
め
ん
ユ
キ
。
部

長
に
は
ち
ゃ
ん
と
説
明
す
る
。
旗
揚
げ
公
演
、
観
に
行
く
ね
」 

  
 
 
 
 
 

ツ
ム
ギ
、
歩
い
て
行
こ
う
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

走
っ
て
き
た
リ
ン
、
２
人
に
気
付
い
て
隠
れ
て
様
子
を
う
か
が
う
。 

 

ユ
キ 

「
知
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
ツ
ム
ギ
が
お
芝
居
の
こ
と
を
嫌
い
に
な
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な

い
っ
て
こ
と
は
、
知
っ
て
る
」 

  
 
 
 
 
 

ツ
ム
ギ
、
立
ち
止
ま
る
。 

 

ユ
キ 

「
去
年
の
中
３
の
文
化
祭
、
演
劇
公
演
を
や
る
こ
と
に
な
っ
て
…
…
何
も
か
も
知
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
悩
ん
で
た
私
に
、
演
技
論
や
技
術
を
教
え
て
く
れ
た
。「
演
劇

概
論
」
て
い
う
本
も
貸
し
て
く
れ
た
で
し
ょ
。
最
近
ま
で
読
み
込
ま
れ
て
付
箋
や

マ
ー
ク
が
沢
山
つ
い
て
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
た
。
お
芝
居
が
嫌
い
な
ら
、
あ
ん

な
風
に
な
っ
て
る
わ
け
な
い
」 

ツ
ム
ギ
「
ユ
キ
…
」 

ユ
キ 

「
〝
自
分
の
や
り
た
い
事
を
や
っ
て
欲
し
い
〟
」 

ツ
ム
ギ
「
え
？
」 

ユ
キ 

「
こ
れ
ね
、
妹
に
言
わ
れ
た
ん
だ
」 

ツ
ム
ギ
「
な
っ
ち
ゃ
ん
に
？
」 
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リモ女 ☆ 演劇部活動中！上演台本 

ユ
キ 

「（
頷
い
て
）
ツ
ム
ギ
も
会
っ
た
こ
と
あ
る
か
ら
、
気
付
い
た
と
思
う
け
ど
、
ナ
ツ
は

遺
伝
的
な
病
気
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
ね
。
介
助
だ
っ
た
り
、
薬
の
お
世
話
だ
っ
た

り
、
一
人
じ
ゃ
危
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
、
ど
う
し
て
も
家
族
の
中
心
に
な
る
。

私
も
い
つ
の
間
に
か
自
分
の
こ
と
を
我
慢
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
て
…

小
学
校
で
も
中
学
校
で
も
、
や
り
た
い
習
い
事
と
か
部
活
に
入
り
た
い
っ
て
言
い

出
せ
な
か
っ
た
。
今
年
の
春
、
私
は
リ
モ
女
に
入
っ
て
、
ナ
ツ
の
誕
生
日
が
近
か

っ
た
か
ら
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
何
が
欲
し
い
か
聞
い
た
の
。
そ
し
た
ら
、「
お
姉
ち
ゃ

ん
、
あ
た
し
の
面
倒
は
も
う
大
丈
夫
だ
か
ら
、
高
校
で
は
、
自
分
の
や
り
た
い
事

を
や
っ
て
欲
し
い
。
そ
れ
が
一
番
う
れ
し
い
か
ら
」
っ
て
」 

ツ
ム
ギ
「
…
…
…
」 

ユ
キ 

「
だ
か
ら
、
お
芝
居
を
し
て
い
る
姿
を
妹
に
見
せ
た
い
。
私
が
一
番
や
り
た
い
事
は
、

こ
れ
な
ん
だ
っ
て
」 

ツ
ム
ギ
「
…
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
」 

ユ
キ 

「
ツ
ム
ギ
、
一
緒
に
板
の
上
に
立
と
う
。
そ
れ
で
、
そ
の
姿
を
ツ
ム
ギ
の
両
親
に
見

て
も
ら
う
の
」 

ツ
ム
ギ
「
…
…
う
ん
」 

 

そ
の
様
子
を
見
て
い
た
リ
ン
、
去
る
。 

 
 
 
 
 
 

ハ
ナ
っ
ち
を
先
頭
に
チ
ア
キ
、
キ
ー
コ
、
エ
マ
エ
マ
が
走
っ
て
来
る
。 

 

ハ
ナ
っ
ち
「
リ
モ
女
～
～
フ
ァ
イ
」 

一
同 

「
オ
ッ
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
フ
ァ
イ
」 

一
同 

「
オ
ッ
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
リ
モ
女
～
～
フ
ァ
イ
」 

ユ
キ
ツ
ム
ギ
「（
加
わ
っ
て
）
オ
ウ
ッ
！
」 

 

ラ
ン
ニ
ン
グ
し
な
が
ら
戻
っ
て
来
る
部
員
た
ち
。
全
員
が
揃
う
。 

 

④ 

演
劇
部
部
室 

稽
古 
 

 

部
長 

「
リ
モ
女
演
劇
部
体
操
～
！
」 

  
 
 
 
 
 

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
曲
が
か
か
り
、
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
ト
レ
。 

明
る
い
ダ
ン
ス
と
マ
イ
ム
で
表
現
す
る
。 
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リモ女 ☆ 演劇部活動中！上演台本 

エ
マ
エ
マ
「
次
は
発
声
練
習
で
す
！
」 

部
長 
「
今
日
の
当
番
は
エ
マ
エ
マ
ね
。
笑
っ
た
人
に
は
容
赦
な
く
デ
コ
ピ
ン
し
て
」 

エ
マ
エ
マ
「
は
い
！
」 

部
長 

「
あ
め
ん
ぼ
あ
か
い
な
○
○
○
○
○
！
」 

部
員
た
ち
「
あ
め
ん
ぼ
あ
か
い
な
○
○
○
○
○
！
」 

部
長 

「
あ
か
ま
き
が
み
あ
お
ま
き
が
み
き
ま
き
が
み
」 

部
員
達
「
あ
か
ま
き
が
み
あ
お
ま
き
が
み
き
ま
き
が
み
」 

部
長 

「
あ
め
ん
ぼ
あ
か
い
な
○
○
○
○
○
！
」 

部
員
た
ち
「
あ
め
ん
ぼ
あ
か
い
な
○
○
○
○
○
！
」 

 

部
長 

「
次
は
外
郎
売
や
り
ま
す
。
今
日
は
…
…
○
○
！
」 

 

せ
っ
し
ゃ
お
や
か
た
と
も
う
す
は
、 
お
た
ち
あ
い
の
う
ち
に
、 

ご
ぞ
ん
じ
の
か
た
も 

ご
ざ
り
ま
し
ょ
う
が
、 

お
え
ど
を
た
っ
て 

に
じ
ゅ
う
り
か
み
が
た
、 

そ
う
し
ゅ
う
お
だ
わ
ら 

い
っ
し
き
ま
ち
を 

お
す
ぎ
な
さ
れ
て
、 

あ
お
も
の
ち
ょ
う
を 

の
ぼ
り
へ 

お
い
で
な
さ
る
れ
ば
、 

ら
ん
か
ん
ば
し 

と
ら
や
と
う
え
も
ん 

た
だ
い
ま
は 

て
い
は
つ
い
た
し
て
、
え
ん
さ
い
と
な
の
り
ま
す
る
。 

  
 
 
 
 
 

嚙
ん
だ
り
、
間
違
え
る
と
エ
マ
エ
マ
に
デ
コ
ピ
ン
を
さ
れ
る
。 

  
 
 
 
 
 

外
郎
売
の
間
に
、
机
と
椅
子
を
出
し
て
、
部
長
に
演
出
家
席
を
作
る
。 

 

日
替
わ
り
担
当
「
そ
れ
で
は
部
長
、
判
定
は
～
～
～
！
？
」 

  
 
 
 
 
 

Ｓ
Ｅ
ド
ラ
ム
ロ
ー
ル 

 

部
長 

「
…
合
格
！
」 

日
替
わ
り
担
当
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
～
！ 

い
ま
の
感
想
を
一
言
！
」 

○
○
○
「（
感
想
）」 
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リモ女 ☆ 演劇部活動中！上演台本 

日
替
わ
り
担
当
「
皆
さ
ん
拍
手
！
」 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
ま
た
は
） 

日
替
わ
り
担
当
「
そ
れ
で
は
部
長
、
判
定
は
～
～
～
！
？
」 

  
 
 
 
 
 

Ｓ
Ｅ
ド
ラ
ム
ロ
ー
ル 

 

部
長 

「
…
不
合
格
！
」 

日
替
わ
り
担
当
「
ざ
ん
ね
～
ん
～
！ 
い
ま
の
感
想
を
一
言
！
」 

○
○
○
「（
感
想
）」 

日
替
わ
り
担
当
「
と
い
う
こ
と
で
、
罰
ゲ
ー
ム
で
す
！ 

は
い
こ
の
中
か
ら
選
ん
で
」 

  
 
 
 
 
 

罰
ゲ
ー
ム
案 

ビ
リ
ビ
リ
ペ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

得
意
な
モ
ノ
マ
ネ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

変
顔
な
ど 

 

○
○
○
「（
選
ぶ
）」 

日
替
わ
り
担
当
「
そ
れ
じ
ゃ
い
き
ま
し
ょ
う
、
ど
う
ぞ
！
」 

○
○
○
「（
罰
ゲ
ー
ム
や
る
）」 

日
替
わ
り
担
当
「
頑
張
っ
た
○
○
○
に
、
皆
さ
ん
拍
手
！
」 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

部
長 

「
は
い
、
そ
れ
じ
ゃ
稽
古
を
は
じ
め
ま
す
」 

一
同 

「
は
い
」 

 

立
ち
稽
古
が
は
じ
ま
る
。 

 

部
長 

「
み
ん
な
意
見
を
取
り
入
れ
て
、
考
え
ま
し
た
」 

リ
ン 

「
み
ん
な
の
意
見
っ
て
？
」 

部
長 

「
ツ
ム
ギ
か
ら
」 

ツ
ム
ギ
「
え
、
友
情
モ
ノ
と
か
」 

エ
マ
エ
マ
「
三
銃
士
が
い
い
で
す
！
」 

チ
ア
キ
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
！
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
殺
陣
や
り
た
い
！
」 
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リモ女 ☆ 演劇部活動中！上演台本 

コ
コ
ハ
「
猫
が
主
役
」 

リ
ン 
「
や
っ
ぱ
ダ
ン
ス
だ
よ
ね
」 

キ
ー
コ
「
水
着
に
な
っ
て
も
い
い
で
す
よ
」 

一
同 

「
え
え
～
～
～
」 

  
 
 
 
 
 

一
同
、
部
長
を
見
る
。 

 

部
長 

「
み
ん
な
の
意
見
を
入
れ
て
、
私
が
考
え
た
作
品
…
…
題
し
て
、『
リ
モ
女
演
劇
部
オ

リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル 
ダ
ル
タ
ニ
ニ
ャ
ン
の
三
銃
士
ニ
ャ
ン
！
』」 

一
同 

「
…
ダ
ル
タ
ニ
、
ニ
ャ
ン
？
」 

部
長 

「
登
場
人
物
は
全
部
猫
！ 

歌
っ
て
踊
っ
て
戦
っ
て
、
友
情
努
力
勝
利
に
切
な
い
恋

心
、
一
大
冒
険
活
劇
の
始
ま
り
よ
！
」 

一
同 

「
わ
ぁ
ー
っ
！
」「
お
お
ー
」 

キ
ー
コ
「
水
着
は
な
い
ん
だ
…
」 

チ
ア
キ
「
な
り
た
い
ん
か
い
」 

エ
マ
エ
マ
「
需
要
が
あ
れ
ば
！
」 

  
 
 
 
 
 

部
員
た
ち
、
わ
ち
ゃ
わ
ち
ゃ
並
ぶ
。 

 
 
 
 
 
 

演
出
家
席
に
座
る
部
長
。 

 

部
長 

「
さ
っ
そ
く
口
立
て
で
シ
ー
ン
を
作
っ
て
い
く
か
ら
ね
」 

コ
コ
ハ
「
口
立
て
っ
て
何
？
」 

部
長 

「
私
が
セ
リ
フ
を
言
う
か
ら
、
そ
れ
を
役
者
が
オ
ウ
ム
返
し
に
言
っ
て
、
会
話
を
作

っ
て
い
く
。
基
本
的
に
は
自
由
に
動
い
て
い
い
け
ど
、
私
も
指
示
を
出
す
か
ら
見

逃
さ
な
い
よ
う
に
」 

一
同 

「
は
い
！
」 

  
 
 
 
 
 

部
長
、
ス
マ
ホ
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
Ｐ
Ｃ
で
も
）
を
押
す
。 

 
 
 
 
 
 

物
語
が
始
ま
る
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
か
か
る
。 

 

部
長 

「
こ
こ
は
花
の
都
パ
リ
。
一
匹
の
凛
々
し
い
猫
が
セ
ー
ヌ
河
に
か
か
る
橋
を
渡
ろ
う

と
し
て
い
た
」 

  
 
 
 
 
 

部
長
、
ユ
キ
に
合
図
を
出
す
。
慌
て
て
ユ
キ
が
出
る
。 

 

部
長 

「
片
田
舎
か
ら
出
て
き
た
ダ
ル
タ
ニ
ニ
ャ
ン
は
、
初
め
て
見
る
都
会
の
景
色
に
圧
倒
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リモ女 ☆ 演劇部活動中！上演台本 

さ
れ
る
」 

キ
ー
コ
「
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
」 

コ
コ
ハ
「
ア
ザ
ブ
ジ
ュ
バ
ー
ン
」 

  
 
 
 
 
 

キ
ー
コ
、
コ
コ
ハ
が
優
雅
に
通
り
過
ぎ
る
。 

 

部
長 

「
な
ん
て
素
敵
な
街
な
ん
だ
」 

ユ
キ 

「
な
ん
て
素
敵
な
街
な
ん
だ
…
」 

部
長 

「
さ
あ
、
こ
の
紹
介
状
を
…
な
い
。
さ
て
は
さ
っ
き
の
馬
車
で
」 

ユ
キ 

「
さ
あ
、
こ
の
紹
介
状
を
…
…
あ
れ
、
な
い
ぞ
。
さ
て
は
さ
っ
き
の
馬
車
で
！
」 

  
 
 
 
 
 

ユ
キ
、
走
っ
て
行
く
。 

 

部
長 

「
リ
ン
、
チ
ア
キ
、
ツ
ム
ギ
！
」 

  
 
 
 
 
 

３
人
、
反
対
か
ら
歩
い
て
来
る
。 

 

部
長 

「
３
人
は
三
銃
士
、
ニ
ャ
ト
ス
（
リ
ン
）
、
ポ
ニ
ャ
ト
ス
（
チ
ア
キ
）
、
ニ
ャ
ラ
ミ
ス

（
ツ
ム
ギ
）
よ
」 

  
 
 
 
 
 

三
銃
士
、
仲
良
く
陽
気
な
態
度
に
変
わ
り
、
や
っ
て
来
る
。 

 
 
 
 
 
 

す
れ
違
い
ざ
ま
ユ
キ
と
リ
ン
の
肩
が
軽
く
ぶ
つ
か
る
。 

 

リ
ン 

「
お
っ
と
」 

部
長 

「
待
ち
な
」 

リ
ン 

「
待
ち
な
、
若
い
の
」 

  
 
 
 
 
 

エ
マ
エ
マ
と
ハ
ナ
っ
ち
は
一
度
袖
に
は
け
て
、
新
聞
紙
を
持
っ
て
来
る
。 

 
 
 
 
 
 

新
聞
紙
を
丸
め
て
テ
ー
プ
で
止
め
て
棒
状
（
剣
）
に
す
る
。 

  
 
 
 
 
 

ユ
キ
、
振
り
返
る
。 

 

部
長 

「
何
で
し
ょ
う
。
い
ま
、
急
い
で
い
る
の
で
す
。
大
事
な
紹
介
状
を
盗
ま
れ
て
し
ま

い
」 

ユ
キ 

「
何
で
し
ょ
う
。
い
ま
、
急
い
で
い
る
の
で
す
。
大
事
な
紹
介
状
を
盗
ま
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
」 
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リモ女 ☆ 演劇部活動中！上演台本 

部
長 

「
チ
ア
キ
」 

チ
ア
キ
「
田
舎
も
ん
の
猫
が
、
俺
た
ち
の
こ
と
を
知
ら
な
い
ら
し
い
」 

部
長 

「
ツ
ム
ギ
」 

ツ
ム
ギ
「
パ
リ
の
治
安
を
守
る
銃
士
隊
の
中
で
も
、
三
傑
と
称
さ
れ
る
我
ら
三
銃
士
に
ぶ
つ

か
る
な
ん
て
ね
」 

部
長 

「
三
銃
士
？ 
良
か
っ
た
」 

ユ
キ 

「
三
銃
士
？ 

あ
な
た
方
が
？ 

そ
れ
は
丁
度
よ
か
っ
た
。
三
銃
士
の
リ
ー
ダ
ー
、

ニ
ャ
ト
ス
さ
ん
に
渡
す
紹
介
状
を
―
―
」 

  
 
 
 
 
 

部
長
、
ハ
ナ
っ
ち
か
ら
剣
を
渡
さ
れ
る
と
、
リ
ン
に
投
げ
る
（
渡
す
）。 

 
 
 
 
 
 

リ
ン
、
剣
を
ユ
キ
に
突
き
つ
け
る
。
Ｓ
Ｅ
剣
の
音
。 

 

ユ
キ 

「
何
を
す
る
！
」 

リ
ン 

「
無
礼
な
野
良
猫
め
、
礼
儀
を
教
え
な
き
ゃ
な
ら
ん
よ
う
だ
」 

ユ
キ 

「（
カ
チ
ン
）
野
良
猫
と
は
聞
き
捨
て
な
ら
な
い
」 

部
長 

「
取
り
消
せ
！
」 

  
 
 
 
 
 

ユ
キ
、
リ
ン
の
剣
を
さ
ば
い
て
逃
げ
る
と
、
エ
マ
エ
マ
か
ら
剣
を
も
ら
う
。 

 
 
 
 
 
 

そ
れ
を
見
て
三
銃
士
た
ち
、
剣
を
構
え
る
。 

 

チ
ア
キ
「
俺
た
ち
相
手
に
一
人
で
喧
嘩
を
売
ろ
う
っ
て
の
か
？
」 

ユ
キ 

「
そ
ん
な
気
は
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
愚
弄
さ
れ
れ
ば
致
し
方
な
い
」 

ツ
ム
ギ
「
驚
い
た
ね
。
こ
の
青
年
、
本
気
の
よ
う
だ
」 

リ
ン 

「
街
の
治
安
を
乱
す
不
届
き
者
め
」 

ユ
キ 

「
銃
士
隊
だ
か
ら
と
威
張
る
の
が
、
こ
の
街
の
ル
ー
ル
な
の
か
」 

リ
ン 

「
な
に
…
！
」 

ツ
ム
ギ
「
…
言
う
ね
」 

部
長 

「
睨
み
合
い
か
ら
、
か
っ
こ
い
い
構
え
！
」 

  
 
 
 
 
 

リ
ン
、
ツ
ム
ギ
、
ユ
キ
は
か
っ
こ
よ
く
構
え
る
。 

 
 
 
 
 
 

チ
ア
キ
、
大
マ
ジ
メ
だ
が
様
に
な
っ
て
な
い
。 

 

部
長 

「
あ
あ
、
ち
ょ
、
チ
ア
キ
違
っ
…
動
い
て
…
ジ
リ
ジ
リ
動
い
て
…
…
止
ま
る
、
殺
陣

が
始
ま
る
！
」 

  
 
 
 
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ
『
偽
り
の
藍
』
が
か
か
る
。 



20 

リモ女 ☆ 演劇部活動中！上演台本 

 
 
 
 
 
 

３
対
１
の
殺
陣
シ
ー
ン
。
Ｓ
Ｅ
カ
キ
ン
カ
キ
ン
！ 

 

ユ
キ 

「
ハ
ッ
！
」 

チ
ア
キ
「
小
癪
な
…
！
」 

ツ
ム
ギ
「
ほ
ぅ
、
や
る
も
ん
だ
」 

部
長 

「
街
中
の
猫
た
ち
が
集
ま
っ
て
来
る
！
」 

コ
コ
ハ
「
決
闘
よ
、
三
銃
士
が
決
闘
し
て
い
る
わ
！
」 

キ
ー
コ
「
ニ
ャ
ト
ス
様
ぁ
～
、
素
敵
」 

エ
マ
エ
マ
「
お
い
お
い
、
昼
寝
の
邪
魔
し
て
く
れ
ん
な
よ
」 

部
長 

「
エ
マ
エ
マ
、
あ
ん
た
が
ヒ
ロ
イ
ン
よ
！
」 

エ
マ
エ
マ
「
え
え
、
ボ
ク
が
！
？
…
あ
の
御
方
、
一
体
ど
な
た
な
の
で
し
ょ
う
。
な
ん
て
凛
々

し
い
御
姿
…
…
」 

部
長 

「
い
い
よ
！ 

戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
る
！
」 

エ
マ
エ
マ
「
き
ゃ
ー
っ
」 

ユ
キ 

「
危
な
い
！
」 

  
 
 
 
 
 

チ
ア
キ
の
一
撃
を
止
め
て
、
エ
マ
エ
マ
を
庇
う
ユ
キ
。 

 

部
長 

「
Ｂ
Ｇ
い
っ
た
ん
カ
ッ
ト
！
」 

  
 
 
 
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ
カ
ッ
ト
ア
ウ
ト
。 

 

部
長 

「
見
つ
め
合
っ
て
見
つ
め
合
っ
て
―
―
エ
マ
エ
マ
恥
ず
か
し
が
る
…
！
」 

ユ
キ 

「
お
嬢
さ
ん
、
お
怪
我
は
？
」 

エ
マ
エ
マ
「
…
…
う
る
う
る
」 

部
長 

「
自
分
で
言
う
ヤ
ツ
あ
る
か
！
」 

エ
マ
エ
マ
「
ご
め
ん
な
さ
ー
い
」 

部
長 

「
わ
た
く
し
は
大
丈
夫
で
す
。
は
や
く
、
は
や
く
お
逃
げ
く
だ
さ
い
ま
し
…
！
」 

ユ
キ 

「
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
正
し
き
世
を
作
る
手
助
け
が
で
き
れ
ば
と
思
い
、
こ
の
街

へ
出
て
き
た
の
で
す
。
こ
の
ダ
ル
タ
ニ
ニ
ャ
ン
、
例
え
勝
て
ぬ
と
わ
か
っ
て
い
て

も
、
相
手
に
背
を
む
け
る
男
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」 

エ
マ
エ
マ
「
ズ
ッ
キ
ュ
ー
ン
」 

部
長 

「
ハ
ナ
っ
ち
、
わ
ざ
と
ら
し
く
横
を
抜
け
て
。
馬
車
の
猫
だ
！
」 

ユ
キ 

「
お
ま
え
は
！ 

馬
車
に
居
た
…
…
待
て
！
」 

  
 
 
 
 
 

ハ
ナ
っ
ち
、
逃
げ
る
が
三
銃
士
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
る
。 
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ツ
ム
ギ
「
お
ま
え
…
」 

チ
ア
キ
「
見
た
事
あ
る
ぞ
」 

リ
ン 

「
あ
あ
。
か
つ
て
戦
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
ス
パ
イ
猫
だ
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
く
っ
！
」 

  
 
 
 
 
 

三
銃
士
、
ハ
ナ
っ
ち
に
剣
を
向
け
る
。
Ｓ
Ｅ
キ
ン
！ 

 

ハ
ナ
っ
ち
「
パ
リ
の
腰
抜
け
ど
も
め
。
邪
魔
を
す
る
な
ぁ
！
」 

部
長 

「
ユ
キ
！
」 

ユ
キ 

「
待
て
三
銃
士
た
ち
よ
。
こ
の
猫
は
私
が
ガ
ス
コ
ー
ニ
ュ
の
領
主
様
に
書
い
て
も
ら

っ
た
紹
介
状
を
盗
ん
だ
犯
人
な
の
だ
」 

リ
ン 

「
ガ
ス
コ
ー
ニ
ュ
の
領
主
…
…
そ
う
か
、
お
ま
え
が
」 

ユ
キ 

「
そ
の
者
は
私
が
倒
す
！
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
ふ
ん
、
何
が
三
銃
士
だ
。
ま
と
め
て
か
か
っ
て
来
い
っ
！
」 

部
長 

「
Ｂ
Ｇ
再
開
！
」 

  
 
 
 
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ
カ
ッ
ト
イ
ン
。
４
対
１
の
戦
い
だ
が
ハ
ナ
っ
ち
強
い
。 

 
 
 
 
 
 

Ｓ
Ｅ
カ
キ
ン
カ
キ
ン 

ア
ク
ロ
技
で
Ｓ
Ｅ 

 

コ
コ
ハ
「
ほ
わ
ー
、
ハ
ナ
っ
ち
す
ご
ー
い
」 

キ
ー
コ
「
さ
す
が
元
体
操
部
！
」 

部
長 

「
い
い
よ
い
い
よ
…
！ 

ダ
ル
タ
ニ
ニ
ャ
ン
、
渾
身
の
一
撃
！
」 

ユ
キ 

「
ハ
ア
ー
ー
ッ
！
」 

  
 
 
 
 
 

Ｓ
Ｅ
カ
キ
ー
ン
！ 

 
 
 
 
 
 

受
け
止
め
た
ハ
ナ
っ
ち
だ
が
、
膝
を
つ
き
剣
を
落
と
す
。 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ
、
Ｆ
Ｏ
。 

 

ハ
ナ
っ
ち
「
う
う
…
」 

ツ
ム
ギ
「
お
お
っ
！
」 

チ
ア
キ
「
や
る
じ
ゃ
な
い
か
！
」 

部
長 

「
歓
声
！
」 

  
 
 
 
 
 

キ
ー
コ
、
コ
コ
ハ
、
エ
マ
エ
マ
歓
声
を
上
げ
る
。 
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部
長 

「
ハ
ナ
っ
ち
人
質
取
っ
て
！
」 

  
 
 
 
 
 

ハ
ナ
っ
ち
、
隙
を
見
て
剣
を
拾
い
エ
マ
エ
マ
を
人
質
に
取
る
。 

 

エ
マ
エ
マ
「
き
ゃ
あ
ー
！
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
よ
る
な
よ
る
な
ぁ
、
こ
の
女
が
ど
う
な
っ
て
も
知
ら
ね
え
ぞ
！
」 

部
長 

「
そ
れ
じ
ゃ
コ
ン
ビ
ニ
強
盗
！
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
フ
ラ
ン
ス
野
郎
め
、
道
を
あ
け
ろ
！
」 

エ
マ
エ
マ
「
い
や
ー
っ
！
」 

ユ
キ 

「
お
嬢
さ
ん
！
」 

ツ
ム
ギ
「
卑
怯
な
真
似
を
！
」 

部
長 

「
リ
ン
！
」 

リ
ン 

「
ハ
ァ
ッ
」 

  
 
 
 
 
 

リ
ン
、
素
早
く
動
い
て
剣
を
一
閃
。
Ｓ
Ｅ
ズ
バ
ー
ッ 

 
 
 
 
 
 

ハ
ナ
っ
ち
剣
を
落
と
す
。
Ｓ
Ｅ
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン 

腕
を
お
さ
え
て
は
け
る
ハ
ナ
っ
ち
。 

 

ユ
キ 

「
待
て
っ
！
」 

  
 
 
 
 
 

ユ
キ
、
袖
ま
で
追
う
が
逃
げ
ら
れ
る
。
手
に
は
拾
っ
た
紹
介
状
。 

 

ツ
ム
ギ
「
逃
げ
ら
れ
た
か
。
そ
れ
は
？
」 

ユ
キ 

「
領
主
様
に
も
ら
っ
た
紹
介
状
で
す
。
今
と
な
っ
て
は
無
用
の
物
に
な
り
ま
し
た
が
」 

  
 
 
 
 
 

ユ
キ
、
破
こ
う
と
す
る
。 

 

リ
ン 

「
待
て
」 

ユ
キ 

「
な
ん
で
し
ょ
う
、
決
闘
の
続
き
を
や
る
気
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
」 

  
 
 
 
 
 

リ
ン
、
ユ
キ
に
ゆ
っ
く
り
近
づ
く
。 

 

チ
ア
キ
「
お
い
、
ニ
ャ
ト
ス
…
」 

ツ
ム
ギ
「
待
っ
て
。
様
子
を
見
ま
し
ょ
う
」 

  
 
 
 
 
 

身
構
え
る
ユ
キ
。 
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突
然
笑
い
だ
す
リ
ン
。 

 

リ
ン 

「
気
に
入
っ
た
、
気
に
入
っ
た
ぞ
青
年
」 

ユ
キ 

「
え
？
」 

リ
ン 

「
紹
介
状
を
見
せ
て
く
れ
」 

  
 
 
 
 
 

受
け
取
っ
て
紹
介
状
に
目
を
通
す
リ
ン
。 

 

リ
ン 

「
…
う
ん
。
ガ
ス
コ
ー
ニ
ュ
の
勇
敢
な
る
騎
士
、
ダ
ル
タ
ニ
ニ
ャ
ン
。
よ
く
パ
リ
に

に
来
ら
れ
た
、
歓
迎
し
よ
う
！
」 

  
 
 
 
 
 

喜
ぶ
チ
ア
キ
に
ツ
ム
ギ
、
観
衆
た
ち
。 

 

エ
マ
エ
マ
「
ダ
ル
タ
ニ
ニ
ャ
ン
様
、
良
か
っ
た
」 

部
長 

「
そ
こ
に
王
妃
が
通
り
か
か
る
！
」 

エ
マ
エ
マ
「
王
妃
様
！
…
…
っ
て
ど
こ
？
」 

部
長 

「
え
、
キ
ー
コ
は
？
」 

キ
ー
コ
「
私
は
パ
リ
の
貴
婦
人
役
」 

部
長 

「
コ
コ
ハ
？
」 

コ
コ
ハ
「
コ
コ
ハ
は
町
の
占
い
師
」 

部
長 

「
あ
、
ハ
ナ
っ
ち
、
ハ
ナ
っ
ち
出
て
来
て
！
」 

ハ
ナ
っ
ち
「（
出
て
）
さ
す
が
に
王
妃
の
衣
装
の
早
替
え
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
」 

部
長 

「
え
ー
っ
！
？ 

じ
ゃ
あ
居
な
い
じ
ゃ
な
い
！
」 

  
 
 
 
 
 

一
同
、
部
長
を
見
つ
め
る
。 

 

部
長 

「
え
。
え
？
」 

リ
ン 

「
リ
オ
が
や
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」 

ユ
キ 

「
う
ん
」 

チ
ア
キ
「
そ
う
だ
よ
」 

部
長 

「
あ
た
し
！
？
…
い
や
、
そ
の
―
…
」 

コ
コ
ハ
「
エ
マ
エ
マ
！
」 

エ
マ
エ
マ
「
は
い
！
」 

  
 
 
 
 
 

優
雅
な
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
か
か
る
。 

 
 
 
 
 
 

エ
マ
エ
マ
、
部
長
に
近
づ
い
て
行
く
。 
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エ
マ
エ
マ
「
王
妃
様
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
？
」 

  
 
 
 
 
 

ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
に
硬
い
動
き
で
出
て
来
る
部
長
。 

 

部
長 

「
お
お
、
お
お
…
、
コ
ン
ス
タ
ン
ス
や
…
」 

  
 
 
 
 
 

一
同
、
唖
然
と
し
て
見
て
い
る
。
口
を
パ
ク
パ
ク
さ
せ
る
部
長
。 

 

部
長 

「
…
…
…
」 

ユ
キ 

「
え
、
王
妃
っ
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
の
？
」 

  
 
 
 
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ
カ
ッ
ト
ア
ウ
ト
。 

 
 
 
 
 
 

一
同
、
笑
い
出
す
。 

 

部
長 

「
あ
た
し
緊
張
し
い
な
の
～
…
。
だ
か
ら
出
た
く
な
か
っ
た
の
に
…
…
も
う
休
憩
！ 

休
憩
に
入
り
ま
す
！
」 

一
同 

「
は
ー
い
！
」 

  
 
 
 
 
 

部
長
、
そ
で
か
ら
飛
び
出
し
て
行
く
。 

 
 
 
 
 
 

一
同
、
緊
張
が
解
け
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
か
か
る
な
か
、 

水
筒
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
飲
ん
だ
り
寛
ぐ
。 

 

コ
コ
ハ
「
お
芝
居
っ
て
難
し
い
ん
だ
ね
。
リ
オ
、
あ
ん
な
に
色
々
で
き
る
の
に
」 

チ
ア
キ
「
う
ん
う
ん
。
こ
ん
な
ん
だ
っ
た
」 

  
 
 
 
 
 

チ
ア
キ
、
真
似
し
て
歩
く
。 

 
 
 
 
 
 

笑
う
キ
ー
コ
と
エ
マ
エ
マ
。 

 

キ
ー
コ
「
コ
コ
ハ
は
、
部
長
と
幼
馴
染
で
す
よ
ね
？
」 

コ
コ
ハ
「
そ
う
だ
よ
～
。
リ
オ
は
小
っ
ち
ゃ
い
こ
ろ
か
ら
演
劇
ラ
ブ
な
子
で
ね
。
小
学
校
の

学
芸
会
で
、
先
生
の
書
い
た
台
本
に
ダ
メ
出
し
し
て
た
よ
。
な
ん
で
木
が
喋
る
ん

で
す
か
！
っ
て
」 

エ
マ
エ
マ
「
部
長
ら
し
い
で
す
」 

キ
ー
コ
「
そ
の
学
芸
会
に
は
出
た
の
？
」 

コ
コ
ハ
「
出
て
た
よ
。
そ
の
木
の
役
や
っ
て
た
」 
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一
同
、「
あ
ー
、
そ
れ
な
ら
」
な
ど
笑
う
。 

 

コ
コ
ハ
「
そ
れ
で
リ
オ
が
書
き
直
し
た
の
。
木
が
喋
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
木
に
住
ん
で
る
妖

精
さ
ん
が
代
わ
り
に
喋
る
っ
て
い
う
設
定
に
し
た
」 

チ
ア
キ
「
へ
え
。
コ
コ
ハ
は
何
の
役
だ
っ
た
？
」 

コ
コ
ハ
「
コ
コ
ハ
は
魔
法
使
い
。
黒
魔
術
と
か
調
べ
て
る
う
ち
に
タ
ロ
ッ
ト
占
い
に
ハ
マ
っ

ち
ゃ
っ
た
の
」 

エ
マ
エ
マ
「
魔
法
使
い
で
す
か
、
む
む
、
難
し
そ
う
」 

コ
コ
ハ
「
そ
れ
が
ね
、
コ
コ
ハ
も
よ
く
わ
か
ん
な
い
ん
だ
け
ど
、
な
ん
か
憑
依
し
た
？
み
た

い
で
」 

エ
マ
エ
マ
「
憑
依
！
？
」 

コ
コ
ハ
「
コ
コ
ハ
の
体
質
な
の
か
な
～
。
で
も
、
演
劇
部
に
入
る
な
ん
て
思
わ
な
か
っ
た
～
」 

チ
ア
キ
「
部
長
、
か
な
り
強
引
だ
っ
た
も
ん
ね
」 

コ
コ
ハ
「
リ
オ
の
強
引
は
も
う
慣
れ
っ
こ
だ
よ
」 

キ
ー
コ
「
い
い
お
友
達
で
す
の
ね
」 

チ
ア
キ
「
ね
、
聞
い
て
い
い
？ 

キ
ー
コ
っ
て
雰
囲
気
お
嬢
っ
ぽ
い
け
ど
、
何
で
演
劇
部
に

入
ろ
う
と
思
っ
た
の
？
」 

キ
ー
コ
「
う
ー
ん
、
実
は
ね
、
私
、
グ
ラ
ビ
ア
モ
デ
ル
を
や
っ
て
て
」 

チ
ア
キ
「
え
っ
グ
ラ
ビ
ア
モ
デ
ル
？
」 

エ
マ
エ
マ
「
す
ご
い
で
す
！ 

う
ら
や
ま
し
い
で
す
、
需
要
が
あ
っ
て
」 

キ
ー
コ
「
エ
マ
エ
マ
も
絶
対
あ
る
よ
」 

エ
マ
エ
マ
「
供
給
量
増
や
し
ま
す
ー
」 

コ
コ
ハ
「
キ
ー
コ
、
ど
う
や
っ
て
モ
デ
ル
さ
ん
に
な
っ
た
の
？
」 

キ
ー
コ
「
歩
い
て
た
ら
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
て
。
ち
ょ
っ
と
自
分
を
変
え
て
み
た
い
な
っ
て
思
っ

た
の
が
き
っ
か
け
。
で
も
學
園
に
バ
レ
た
ら
大
変
だ
か
ら
、
隠
れ
て
や
っ
て
い
る

の
。
ナ
イ
シ
ョ
に
し
て
ね
」 

コ
コ
ハ
「
も
ち
ろ
ん
だ
よ
～
」 

キ
ー
コ
「
演
劇
部
に
入
っ
た
の
は
ね
、
高
校
生
活
を
学
校
と
お
仕
事
で
終
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
ら

寂
し
い
よ
っ
て
グ
ラ
ビ
ア
の
先
輩
に
聞
い
て
、
な
る
ほ
ど
そ
う
だ
な
ー
っ
て
思
っ

た
の
。
高
校
生
活
で
部
活
が
一
番
頑
張
っ
た
っ
て
、
い
つ
か
言
え
た
ら
い
い
な
」 

  
 
 
 
 
 

一
同
、
頷
く
。
リ
ン
と
ハ
ナ
っ
ち
が
袖
か
ら
戻
っ
て
く
る
。 

 

リ
ン 

「
へ
ー
、
体
操
部
だ
っ
た
の
。
あ
ん
な
こ
と
ま
で
出
来
る
の
に
、
ど
う
し
て
続
け
な

か
っ
た
の
？
」 
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ハ
ナ
っ
ち
「
体
操
っ
て
練
習
も
試
合
も
け
っ
こ
う
地
味
だ
か
ら
。
踊
る
の
は
好
き
な
ん
だ
け

ど
、
ダ
ン
ス
部
じ
ゃ
筋
肉
質
す
ぎ
る
体
型
だ
し
」 

リ
ン 

「
そ
れ
で
演
劇
に
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
で
も
、
さ
っ
き
み
た
い
に
褒
め
ら
れ
た
ら
、
体
操
や
っ
て
て
良
か
っ
た
な
ー
っ

て
。
何
が
役
に
立
つ
か
、
わ
か
ん
な
い
よ
ね
」 

リ
ン 

「
そ
う
だ
ね
…
。
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
る
人
は
、
や
っ
ぱ
り
報
わ
れ
る
ん
だ
よ
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
？
」 

リ
ン 

「
あ
、
ご
め
ん
ワ
ケ
わ
か
ん
な
い
こ
と
言
っ
て
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
ね
え
、
リ
ン
っ
て
女
子
部
に
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
が
あ
る
ん
で
し
ょ
？ 

他
校
の
生

徒
も
入
っ
て
る
っ
て
聞
い
た
け
ど
、
フ
ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
か
す
る
の
？
」 

リ
ン 

「
や
ん
な
い
や
ん
な
い
！
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
あ
、
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク
と
か
」 

リ
ン 

「
や
っ
て
な
い
よ
。
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
な
ん
て
面
白
が
っ
て
や
っ
て
る
だ
け
で
し
ょ
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
そ
う
か
な
ぁ
。
で
も
さ
っ
き
の
リ
ン
の
お
芝
居
、
す
っ
ご
い
華
が
あ
っ
た
よ
。

見
て
て
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。
人
を
惹
き
付
け
る
っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
な
ー

っ
て
思
っ
た
」 

リ
ン 

「
…
…
あ
り
が
と
う
。
ハ
ナ
っ
ち
の
動
き
も
凄
い
よ
」 

 

ニ
ッ
コ
リ
笑
う
ハ
ナ
っ
ち
。 

明
か
り
が
変
わ
り
、
ツ
ム
ギ
、
作
業
し
た
り
話
し
た
り
し
て
い
る
演
劇
部
の 

仲
間
た
ち
を
ゆ
っ
く
り
見
て
回
る
。 

 

ツ
ム
ギ
「
ユ
キ
、
頑
張
っ
て
た
ね
」 

ユ
キ 

「
い
き
な
り
ダ
ル
タ
ニ
ニ
ャ
ン
な
ん
て
、
び
っ
く
り
し
た
」 

ツ
ム
ギ
「
私
も
」 

ユ
キ 

「
殺
陣
っ
て
難
し
い
な
…
。
小
道
具
は
軽
い
か
ら
、
ど
う
し
て
も
手
だ
け
で
振
っ
ち

ゃ
う
」 

ツ
ム
ギ
「
そ
う
だ
ね
。
実
際
に
重
さ
が
あ
る
物
で
練
習
す
る
と
い
い
よ
。
フ
ラ
イ
パ
ン
と
か
」 

ユ
キ 

「
な
る
ほ
ど
、
家
で
や
っ
て
み
る
！ 

ね
、
リ
ン
の
殺
陣
、
カ
ッ
コ
良
か
っ
た
ね
」 

ツ
ム
ギ
「
う
ん
、
華
麗
だ
っ
た
。
…
や
っ
ぱ
り
お
芝
居
っ
て
楽
し
い
な
…
…
ユ
キ
」 

ユ
キ 

「
う
ん
？
」 

ツ
ム
ギ
「
…
あ
、
い
や
…
な
ん
で
も
な
い
。
あ
、
部
長
来
た
よ
」 

  
 
 
 
 
 

部
長
、
タ
オ
ル
で
汗
を
拭
き
つ
つ
戻
っ
て
来
る
。 

 

部
長 

「
稽
古
、
再
開
し
ま
す
」 
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一
同 

「
は
い
！
」 

  
 
 
 
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
か
か
る
。 

 

部
長 

「
こ
う
し
て
ダ
ル
タ
ニ
ニ
ャ
ン
と
三
銃
士
は
同
じ
行
動
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
共
に

に
戦
い
、
友
情
を
深
め
て
い
っ
た
。
と
く
に
、
三
銃
士
の
中
で
も
一
番
若
く
、
知

恵
者
の
ニ
ャ
ラ
ミ
ス
と
は
親
友
に
な
っ
た
」 

  
 
 
 
 
 

歩
い
て
来
る
ユ
キ
と
ツ
ム
ギ
。 

途
中
、
リ
ン
が
出
て
来
て
２
人
に
気
付
く
が
、
話
を
聞
い
て
声
は
か
け
な
い
。 

 

ツ
ム
ギ
「
ダ
ル
タ
ニ
ニ
ャ
ン
、
そ
ろ
そ
ろ
銃
士
隊
に
入
っ
た
ら
ど
う
だ
？
」 

ユ
キ 

「
銃
士
隊
に
！
？
…
…
い
や
ニ
ャ
ラ
ミ
ス
、
そ
れ
は
い
け
な
い
。
君
や
ニ
ャ
ト
ス
、

ポ
ニ
ャ
ト
ス
の
推
薦
が
あ
れ
ば
、
き
っ
と
す
ぐ
に
で
も
入
れ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

で
も
、
そ
れ
は
私
の
嫌
い
な
不
平
等
と
い
う
も
の
だ
。
銃
士
隊
の
正
規
試
験
は
春
。

私
は
、
自
分
の
力
で
試
験
に
合
格
し
な
い
と
、
自
分
自
身
を
誇
り
あ
る
銃
士
と
は

認
め
ら
れ
な
い
ん
だ
」 

ツ
ム
ギ
「
…
君
ら
し
い
な
ダ
ル
タ
ニ
ニ
ャ
ン
」 

ユ
キ 

「
そ
れ
に
、
銃
士
隊
の
な
か
に
は
枢
機
卿
派
の
連
中
が
い
る
」 

  
 
 
 
 
 

ツ
ム
ギ
、
歩
み
を
止
め
る
。 

 

ユ
キ 

「
三
銃
士
の
王
妃
へ
の
忠
誠
は
有
名
だ
か
ら
、
私
が
君
た
ち
と
―
―
…
ニ
ャ
ラ
ミ
ス
？
」 

ツ
ム
ギ
「
ダ
ル
タ
ニ
ニ
ャ
ン
、
あ
り
が
と
う
」 

ユ
キ 

「
な
ん
だ
い
急
に
」 

ツ
ム
ギ
「
君
に
会
う
前
、
私
は
銃
士
隊
を
辞
め
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。
私
は
信
仰
を
大
切
に

し
て
い
る
か
ら
、
国
王
派
と
枢
機
卿
派
が
い
が
み
合
う
今
の
銃
士
隊
に
う
ん
ざ
り

し
て
い
た
ん
だ
。
こ
の
剣
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
事
を
思
い
出
し
て
し
ま

う
。
だ
か
ら
剣
を
捨
て
よ
う
と
思
っ
て
い
た
」 

ユ
キ 

「
そ
ん
な
君
ほ
ど
の
剣
士
が
！
」 

ツ
ム
ギ
「
だ
が
、
君
の
行
動
を
見
て
い
て
、
考
え
を
改
め
た
。
私
は
や
っ
ぱ
り
剣
が
好
き
だ
。

銃
士
隊
の
仲
間
が
大
好
き
だ
。
そ
の
事
に
気
付
か
せ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
」 

ユ
キ 

「
…
…
…
」 

リ
ン 

「
い
い
友
情
だ
な
」 

ツ
ム
ギ
「
ニ
ャ
ト
ス
…
」 

リ
ン 

「
私
は
い
い
仲
間
、
そ
し
て
友
を
持
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
な
」 
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部
長 

「
チ
ア
キ
」 

  
 
 
 
 
 

チ
ア
キ
、
走
っ
て
来
る
。 

 

チ
ア
キ
「
三
銃
士
と
ダ
ル
タ
ニ
ニ
ャ
ン
の
友
情
は
、
永
遠
だ
！
」 

部
長 

「
有
名
な
セ
リ
フ
！
」 

リ
ン 

「
誓
い
を
立
て
よ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
、
剣
に
」 

ユ
キ 

「
う
ん
！
」 

チ
ア
キ
「
ま
か
せ
ろ
！
」 

ツ
ム
ギ
「
想
い
を
合
わ
せ
よ
う
」 

  
 
 
 
 
 

４
人
は
剣
を
掲
げ
て
１
つ
に
交
わ
る
。
Ｓ
Ｅ
カ
シ
ャ
ン 

 

４
人 

「
皆
は
一
人
の
為
に
、
一
人
は
皆
の
為
に
！
」 

  
 
 
 
 
 

勇
ま
し
い
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
か
か
る
。 

 

部
長 

「
さ
あ
、
ラ
ス
ト
バ
ト
ル
へ
向
け
て
歌
お
う
！
」 

４
人 

「
え
？
」 

  
 
 
 
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ
カ
ッ
ト
ア
ウ
ト
。 

 

リ
ン 

「
歌
っ
て
、
ど
ん
な
？
」 

ツ
ム
ギ
「
歌
詞
は
？
」 

チ
ア
キ
「（
ラ
ッ
プ
）
♪
お
れ
た
ち
三
銃
士
、
見
た
目
を
超
重
視
、
餃
子
の
王
将
マ
ジ
ジ
ュ
ー

シ
ー
、
顧
問
は
四
十
四
、
旅
行
は
中
止
Ｙ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
、
Ｙ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
！
」 

一
同 

「
♪
Ｙ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
、
Ｙ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
！
」 

チ
ア
キ
「
♪
カ
モ
！ 

Ｙ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
、
Ｙ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
！
」 

一
同 

「
♪
カ
モ
！
Ｙ
Ｏ
―
…
」 

部
長 

「
や
め
ろ
ー
っ
！ 

そ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
ー
い
！
」 

  
 
 
 
 
 

一
同
、
止
ま
る
。 

 

部
長 

「（
肩
で
息
）
ハ
ァ
ハ
ァ
…
」 

チ
ア
キ
「
だ
っ
て
Ｙ
Ｏ
Ｕ
、
歌
え
っ
て
Ｙ
Ｏ
」 

ユ
キ 

「
そ
う
だ
Ｙ
Ｏ
」 
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部
長 

「
…
ユ
キ
、
チ
ア
キ
」 

ユ
キ 
「
あ
」 

部
長 

「
調
子
に
乗
ん
な
い
！
」 

ユ
キ
チ
ア
キ
「
す
み
ま
せ
ー
ん
」 

  
 
 
 
 
 

頭
を
下
げ
る
ユ
キ
と
チ
ア
キ
。 

 

部
長 

「
そ
れ
じ
ゃ
歌
は
後
で
考
え
る
と
し
て
、
ラ
ス
ト
バ
ト
ル
へ
向
か
う
シ
ー
ン
を
作
っ

て
い
き
ま
す
」 

一
同 

「
は
い
！
」 

部
長 

「
ま
ず
、
紹
介
状
を
奪
っ
た
謎
の
ス
パ
イ
が
コ
ン
ス
タ
ン
ス
を
誘
拐
す
る
！
」 

  
 
 
 
 
 

ハ
ナ
っ
ち
、
エ
マ
エ
マ
を
捕
ま
え
る
。 

 

ハ
ナ
っ
ち
「
娘
、
大
人
し
く
し
や
が
れ
！
」 

エ
マ
エ
マ
「
ま
た
ボ
ク
で
す
か
！
？ 

あ
ー
れ
ー
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
こ
っ
ち
へ
来
い
！
」 

部
長 

「
上
手
袖
に
は
け
て
」 

エ
マ
エ
マ
「
た
す
け
て
ー
ダ
ル
タ
ニ
ニ
ャ
ー
ン
」 

 

ハ
ナ
っ
ち
、
エ
マ
エ
マ
を
連
れ
て
は
け
る
。 

エ
マ
エ
マ
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
落
と
す
。 

 

部
長 

「
駆
け
つ
け
た
ダ
ル
タ
ニ
ニ
ャ
ン
！
」 

  
 
 
 
 
 

ユ
キ
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
拾
う
。 

 

ユ
キ 

「
こ
れ
は
、
彼
女
の
絵
…
！
」 

部
長 

「
正
面
向
い
て
！ 

自
分
の
心
情
を
語
る
ダ
ル
タ
ニ
ニ
ャ
ン
…
！
」 

ユ
キ 

「
な
ん
て
素
敵
な
絵
な
ん
だ
。
こ
ん
な
に
も
綺
麗
に
私
を
描
い
て
く
れ
る
な
ん
て
。

コ
ン
ス
タ
ン
ス
、
す
ま
な
い
私
の
せ
い
で
…
。
奴
ら
の
陰
謀
に
巻
き
込
ん
で
し
ま

っ
た
。
も
う
誰
に
も
悲
し
い
想
い
は
さ
せ
な
い
。
必
ず
君
を
助
け
出
す
。
私
一
人

で
…
！
」 

部
長 

「
は
い
ス
ト
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン
！
」 

 

 
 
 
 
 

ユ
キ
、
止
ま
る
。 
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部
長 
「
リ
ン
と
キ
ー
コ
の
お
忍
び
デ
ー
ト
。
明
か
り
を
夜
に
し
て
く
だ
さ
い
」 

  
 
 
 
 
 

暗
く
な
る
。
Ｓ
Ｅ
梟
の
鳴
き
声
。 

 
 
 
 
 
 

顔
を
隠
し
た
キ
ー
コ
が
走
っ
て
き
て
、
リ
ン
の
胸
に
飛
び
込
む
。 

 

リ
ン 

「
誰
に
も
見
ら
れ
て
い
な
い
か
い
？
」 

キ
ー
コ
「
え
え
、
見
ら
れ
て
い
な
い
わ
。
も
し
、
あ
の
人
に
知
ら
れ
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
」 

リ
ン 

「
…
奴
の
話
は
よ
そ
う
。
そ
れ
よ
り
美
味
し
い
チ
ュ
ー
ル
で
も
食
べ
に
い
こ
う
」 

キ
ー
コ
「
う
れ
し
い
」 

部
長 

「
物
陰
か
ら
枢
機
卿
、
ニ
ャ
シ
ュ
リ
ュ
ー
が
見
て
る
！
」 

  
 
 
 
 
 

一
同
、
顔
を
見
合
す
。 

 

コ
コ
ハ
「
リ
オ
、
誰
が
ニ
ャ
シ
ュ
リ
ュ
ー
な
の
？
」 

部
長 

「
あ
ー
…
、
コ
コ
ハ
、
コ
コ
ハ
や
っ
て
！
」 

コ
コ
ハ
「
コ
コ
ハ
が
？ 

そ
ん
な
人
知
ら
な
い
し
～
」 

部
長 

「
大
丈
夫
、
あ
ん
た
な
ら
で
き
る
！
」 

  
 
 
 
 
 

部
長
、
コ
コ
ハ
の
眼
鏡
を
取
る
。 

 

コ
コ
ハ
「
あ
ー
…
」 

部
長 

「
コ
コ
ハ
は
フ
ラ
ン
ス
の
枢
機
卿
ニ
ャ
シ
ュ
リ
ュ
ー
よ
。
い
い
？
」 

 

コ
コ
ハ
、
フ
ラ
フ
ラ
と
し
て
、
何
か
が
憑
依
す
る
。 

 

コ
コ
ハ
「
…
お
お
、
我
が
愛
し
の
ミ
レ
デ
ィ
ー
…
…
な
ぜ
そ
ん
な
男
に
！
」 

部
長 

「
よ
し
！ 

１
回
は
け
て
」 

エ
マ
エ
マ
「
こ
れ
が
憑
依
な
ん
で
す
ね
！
」 

チ
ア
キ
「
コ
コ
ハ
す
げ
ー
っ
！
」 

部
長 

「
ユ
キ
、
動
い
て
」 

  
 
 
 
 
 

ユ
キ
、
リ
ン
と
キ
ー
コ
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
。 

 

リ
ン 

「
…
い
ま
の
は
ダ
ル
タ
ニ
ニ
ャ
ン
？
」 
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キ
ー
コ
「
ど
う
な
さ
っ
た
の
、
ニ
ャ
ト
ス
様
」 

リ
ン 
「
す
ま
な
い
ミ
レ
デ
ィ
ー
。
か
け
が
え
の
な
い
友
が
、
思
い
詰
め
た
顔
を
し
て
通
り

過
ぎ
た
の
だ
。
私
は
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
」 

キ
ー
コ
「
ニ
ャ
ト
ス
様
…
…
私
よ
り
ご
友
人
の
方
が
大
切
な
ん
で
す
ね
」 

リ
ン 

「
…
…
…
」 

キ
ー
コ
「
な
ん
と
か
仰
っ
て
」 

リ
ン 

「
…
す
ま
な
い
」 

キ
ー
コ
「
あ
っ
…
…
」 

  
 
 
 
 
 

リ
ン
、
ユ
キ
を
追
っ
て
行
く
。
キ
ー
コ
、
去
る
。 

 

リ
ン 

「
ダ
ル
タ
ニ
ニ
ャ
ン
待
て
！
」 

ユ
キ 

「
ニ
ャ
ト
ス
…
。
な
ん
だ
い
こ
ん
な
夜
更
け
に
」 

リ
ン 

「
君
こ
そ
怖
い
顔
を
し
て
い
る
ぞ
。
ど
こ
へ
行
く
つ
も
り
だ
？
」 

ユ
キ 

「
…
…
…
」 

リ
ン 

「
答
え
ら
れ
な
い
の
か
。
な
ら
ば
つ
い
て
行
こ
う
。
な
あ
友
た
ち
よ
」 

ユ
キ 

「
え
？
」 

  
 
 
 
 
 

チ
ア
キ
、
ツ
ム
ギ
が
出
て
来
る
。 

 

チ
ア
キ
「
そ
の
通
り
だ
」 

ツ
ム
ギ
「
大
方
、
人
質
を
取
ら
れ
て
一
人
で
敵
地
へ
乗
り
込
も
う
と
し
て
る
ん
だ
ろ
う
」 

ユ
キ 

「
ニ
ャ
ト
ス
、
ニ
ャ
ラ
ミ
ス
」 

チ
ア
キ
「
水
臭
い
ぞ
」 

ユ
キ 

「
だ
が
、
私
の
た
め
に
君
た
ち
ま
で
危
険
な
目
に
―
―
」 

ツ
ム
ギ
「
こ
の
剣
に
誓
い
を
立
て
た
だ
ろ
う
。
皆
は
一
人
の
為
に
」 

リ
ン
チ
ア
キ
「
一
人
は
皆
の
為
に
！
」 

ユ
キ 

「
…
…
み
ん
な
、
あ
り
が
と
う
」 

部
長 

「
一
人
帰
る
ミ
レ
デ
ィ
ー
、
そ
こ
へ
忍
び
寄
る
影
…
！
」 

コ
コ
ハ
「
お
の
れ
ミ
レ
デ
ィ
ー
ッ
！
」 

  
 
 
 
 
 

コ
コ
ハ
、
剣
を
手
に
走
っ
て
来
て
、
キ
ー
コ
を
刺
す
。 

 
 
 
 
 
 

Ｓ
Ｅ
グ
サ
ッ
。 

 

キ
ー
コ
「
…
あ
」 

エ
マ
エ
マ
「（
悲
鳴
）」 
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リ
ン 

「
ミ
レ
デ
ィ
ー
！
？
（
駆
け
つ
け
）
し
っ
か
り
し
ろ
…
！
ミ
レ
デ
ィ
ー
私
だ
、
わ
か

る
か
？
」 

キ
ー
コ
「
…
…
ニ
ャ
ト
ス
…
様
…
…
あ
あ
…
最
後
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
…
…
」 

リ
ン 

「
死
ぬ
な
！ 

ミ
レ
デ
ィ
ー
」 

キ
ー
コ
「
…
う
れ
…
し
い
…
…
（
絶
命
）」 

リ
ン 

「
ミ
レ
デ
ィ
ー
！
」 

チ
ア
キ
「
お
の
れ
ニ
ャ
シ
ュ
リ
ュ
ー
！
」 

ツ
ム
ギ
「
お
前
が
黒
幕
な
の
は
わ
か
っ
て
い
る
ぞ
、
枢
機
卿
！
」 

コ
コ
ハ
「
フ
ハ
ハ
ハ
…
…
」 

部
長 

「
ハ
ナ
っ
ち
！
」 

  
 
 
 
 
 

ハ
ナ
っ
ち
が
エ
マ
エ
マ
を
人
質
に
現
れ
る
。 

 

エ
マ
エ
マ
「
ダ
ル
タ
ニ
ニ
ャ
ン
様
！
」 

ユ
キ 

「
コ
ン
ス
タ
ン
ス
！
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
枢
機
卿
、
こ
い
つ
ら
は
知
り
す
ぎ
ま
し
た
。
生
か
し
て
は
お
け
ま
せ
ん
」 

コ
コ
ハ
「
そ
う
だ
な
。
…
や
れ
！
」 

  
 
 
 
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ
バ
ト
ル
曲
。 

 
 
 
 
 
 

ハ
ナ
っ
ち
、
コ
コ
ハ
と
ユ
キ
、
リ
ン
、
ツ
ム
ギ
、
チ
ア
キ
の
殺
陣
。 

 
 
 
 
 
 

死
体
の
キ
ー
コ
を
よ
け
な
が
ら
戦
う
一
同
。 

 

部
長 

「
キ
ー
コ
邪
魔
！
」 

キ
ー
コ
「（
起
き
上
が
っ
て
）
は
い
！
」 

  
 
 
 
 
 

キ
ー
コ
、
四
つ
ん
這
い
で
去
る
。 

 
 
 
 
 
 

コ
コ
ハ
と
ハ
ナ
っ
ち
、
２
対
４
だ
が
強
い
。 

 

部
長 

「
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
！
」 

  
 
 
 
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ
カ
ッ
ト
ア
ウ
ト
。 

 
 
 
 
 
 

Ｓ
Ｅ
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
の
音
。 

 
 
 
 
 
 

コ
コ
ハ
と
ハ
ナ
っ
ち
の
連
携
プ
レ
ー
で
、
チ
ア
キ
を
斬
る
。 

 
 
 
 
 
 

Ｓ
Ｅ
バ
シ
ュ
（
バ
シ
ュ
バ
シ
ュ
バ
シ
ュ
…
…
） 

 

部
長 

「
解
除
！
」 
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Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
再
開
。 

 

チ
ア
キ
「
う
あ
あ
あ
ッ
！
！
」 

リ
ン 

「
ポ
ニ
ャ
ト
ス
！
」 

  
 
 
 
 
 

腕
を
斬
ら
れ
た
チ
ア
キ
を
介
助
す
る
リ
ン
。 

 

ツ
ム
ギ
「
ダ
ル
タ
ニ
ニ
ャ
ン
、
こ
い
つ
ら
強
い
…
！
」 

ユ
キ 

「
あ
あ
。
だ
が
、
背
を
向
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
！
…
行
こ
う
！
」 

  
 
 
 
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
合
わ
せ
た
４
人
の
殺
陣
ダ
ン
ス
。 

 
 
 
 
 
 

途
中
か
ら
な
ぜ
か
部
長
も
加
わ
る
。 

 

ツ
ム
ギ
「
い
ま
だ
、
ダ
ル
タ
ニ
ニ
ャ
ン
、
行
け
ー
っ
！
」 

ユ
キ 

「
お
お
お
お
っ
！
！
」 

  
 
 
 
 
 

Ｓ
Ｅ
ド
ー
ン
！ 

 
 
 
 
 
 

ユ
キ
渾
身
の
一
撃
が
ハ
ナ
っ
ち
を
斬
り
倒
す
。 

 

チ
ア
キ
「
我
ら
三
銃
士
の
剣
、
受
け
る
が
い
い
！
」 

ツ
ム
ギ
「
枢
機
卿
ニ
ャ
シ
ュ
リ
ュ
ー
！
」 

リ
ン 

「
い
ざ
、
覚
悟
ぉ
！
」 

コ
コ
ハ
「
う
わ
あ
あ
あ
ー
」 

  
 
 
 
 
 

Ｓ
Ｅ
ズ
バ
ー
ン
！ 

 
 
 
 
 
 

三
銃
士
の
剣
が
コ
コ
ハ
を
貫
き
、
コ
コ
ハ
倒
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ
明
る
い
曲
が
か
か
り
、
ゆ
っ
く
り
と
暗
転
し
て
い
く
。 

 
 
 
 
 
 

音
量
が
上
が
り
、
明
転
。 

 
 
 
 
 
 

部
長
は
演
出
家
席
に
座
り
、
部
員
た
ち
は
地
面
に
座
っ
て
い
る
。 

 

部
長 

「
じ
ゃ
あ
ダ
メ
だ
し
を
し
ま
す
」 

一
同 

「
は
い
！
」 

  
 
 
 
 
 

メ
モ
を
取
る
部
員
も
い
る
。 
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部
長 

「
ユ
キ
、
殺
陣
の
精
度
を
あ
げ
て
、
見
せ
方
を
鏡
を
使
っ
て
稽
古
す
る
こ
と
」 

ユ
キ 
「
は
い
！
」 

部
長 

「
ツ
ム
ギ
は
殺
陣
や
ダ
ン
ス
で
遠
慮
し
が
ち
。
も
っ
と
前
出
て
い
い
よ
」 

ツ
ム
ギ
「
は
い
」 

部
長 

「
キ
ー
コ
は
リ
ン
に
、
あ
ま
り
い
ち
ゃ
い
ち
ゃ
し
な
い
よ
う
に
」 

キ
ー
コ
「
あ
ら
、
し
て
ま
す
？
」 

リ
ン 

「
し
て
ま
す
し
て
ま
す
」 

  
 
 
 
 

笑
う
一
同
。 

 

部
長 

「
エ
マ
エ
マ
」 

エ
マ
エ
マ
「
は
い
で
す
！
」 

部
長 

「
も
う
ち
ょ
っ
と
絵
を
う
ま
く
描
い
て
」 

エ
マ
エ
マ
「
ぐ
は
っ
」 

部
長 

「
と
く
に
私
の
似
顔
絵
ね
」 

エ
マ
エ
マ
「
練
習
し
ま
す
ー
」 

部
長
「
よ
し
、
そ
れ
じ
ゃ
今
日
の
稽
古
は
こ
れ
で
取
り
ま
す
」 

一
同 

「
は
い
！
」 

  
 
 
 
 

全
員
、
立
ち
上
が
る
。 

 

部
長 

「
最
後
に
い
い
？
」 

一
同 

「
？
」 

部
長 

「
思
う
ん
だ
け
ど
、
私
た
ち
が
演
劇
を
や
っ
た
っ
て
世
界
は
変
わ
ら
な
い
し
、
い
ま

の
状
況
が
急
に
良
く
な
る
わ
け
で
も
な
い
じ
ゃ
な
い
？ 

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
迷
惑

だ
、
自
分
勝
手
だ
っ
て
、
知
ら
な
い
人
は
無
責
任
に
言
う
か
も
知
れ
な
い
。
で
も
、

今
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
の
今
を
見
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
る
ん
だ
。
今
は
一

瞬
。
そ
の
一
瞬
が
無
限
の
未
来
の
可
能
性
に
繋
が
っ
て
い
く
。
ど
う
せ
世
界
は
変

わ
ん
な
い
と
諦
め
ち
ゃ
っ
た
ら
、
自
分
た
ち
も
絶
対
に
変
わ
れ
な
い
。
そ
れ
だ
け

は
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」 

一
同 

「
は
い
！
」 

ユ
キ 

「
部
長
、
締
め
の
円
陣
や
り
ま
し
ょ
う
！
」 

ツ
ム
ギ
「
や
り
た
い
！
」 

一
同 

「
い
い
ね
！
」「
こ
っ
ち
こ
っ
ち
」
な
ど
口
々
に 

  
 
 
 
 
 

一
同
、
輪
に
な
り
。 
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グ
ッ
と
近
づ
く
が
、
チ
ア
キ
が
止
め
る
。 

 

チ
ア
キ
「
だ
め
だ
め
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
！
」 

  
 
 
 
 
 

少
し
離
れ
て
円
陣
を
組
み
直
す
部
員
達
。 

 

部
長 

「
…
よ
し
、
い
く
ぞ
」 

一
同 

「
お
お
ー
っ
！
！
」 

部
長 

「
て
言
っ
た
ら
、
掛
け
声
ね
」 

  
 
 
 
 
 

ガ
ク
ッ
と
す
る
部
員
た
ち
。 

 

チ
ア
キ
「
新
喜
劇
か
ー
い
！
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
も
ー
」 

部
長 

「
ご
め
ん
ご
め
ん
お
約
束
を
一
回
や
っ
て
み
た
く
て
。（
息
を
吸
っ
て
）
さ
、
準
備
は

い
い
？
」 

一
同 

「
は
い
」 

部
長 

「
よ
し
い
く
よ
。
…
…
リ
モ
女
演
劇
部
ー
ー
っ
！
」 

全
員 

「
活
動
ち
ゅ
ー
！
！
！
！
」 

 

鐘
の
音
の
イ
ン
ト
ロ
か
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
曲
が
か
か
る
。 

歌
と
ダ
ン
ス
。 

 

⑤ 

校
庭 

下
校
風
景
（
夕
方
） 

  
 
 
 
 
 

Ｓ
Ｅ
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
声
。
夏
の
夕
暮
れ
。 

 
 
 
 
 
 

部
員
た
ち
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
下
校
し
て
い
る
。 

 

コ
コ
ハ
「
は
～
、
い
っ
ぱ
い
動
い
た
か
ら
お
腹
へ
っ
た
ぁ
～
」 

チ
ア
キ
「
じ
ゃ
あ
餃
子
の
王
将
行
か
な
い
！
？
」 

コ
コ
ハ
「
行
か
な
ー
い
。
コ
コ
ハ
お
う
ち
で
食
べ
る
」 

部
長 

「
チ
ア
キ
、
買
い
食
い
、
寄
り
道
は
校
則
違
反
」 

チ
ア
キ
「
は
ー
い
」 

エ
マ
エ
マ
「
部
長
、
先
生
み
た
い
で
す
」 

キ
ー
コ
「
ふ
ふ
、
ほ
ん
と
」 

部
長 

「
え
ー
や
め
て
よ
」 
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ハ
ナ
っ
ち
「
先
生
！ 

小
道
具
制
作
の
た
め
に
百
円
シ
ョ
ッ
プ
に
寄
っ
て
も
い
い
で
す
か
？
」 

部
長 
「
そ
れ
は
部
の
活
動
だ
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
Ｏ
Ｋ
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
エ
マ
エ
マ
、
衣
裳
素
材
も
見
に
い
こ
う
」 

エ
マ
エ
マ
「
は
い
！ 

つ
い
で
に
ア
ニ
メ
イ
ト
も
行
く
で
す
」 

部
長 

「
そ
れ
は
ダ
メ
」 

エ
マ
エ
マ
「
う
～
」 

ハ
ナ
っ
ち
「
そ
れ
じ
ゃ
」 

エ
マ
エ
マ
「
ま
た
明
日
で
す
！
」 

 

一
同
口
々
に
「
バ
イ
バ
イ
」「
ま
た
ね
ー
」「
さ
よ
な
ら
」
な
ど
。 

 
 
 
 
 
 

ハ
ナ
っ
ち
と
エ
マ
エ
マ
、
去
っ
て
行
く
。 

 
 
 
 
 
 

バ
ス
停
に
な
る
。
Ｓ
Ｅ
遠
く
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
。 

 

コ
コ
ハ
「
バ
ス
、
ち
ょ
っ
と
待
つ
ね
ー
」 

リ
ン 

「
う
ん
」 

チ
ア
キ
「
部
長
！
」 

部
長 

「
ん
？
」 

チ
ア
キ
「
私
た
ち
に
コ
ン
ト
書
い
て
く
だ
さ
い
！
」 

部
長 

「
だ
か
ら
私
は
放
送
作
家
を
目
指
し
て
る
わ
け
じ
ゃ
―
―
」 

チ
ア
キ
・
キ
ー
コ
「
お
願
い
し
ま
す
！
」 

部
長 

「
…
え
。
キ
ー
コ
？
」 

キ
ー
コ
「
チ
ア
キ
と
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
天
下
を
取
り
ま
す
。
ね
、
コ
コ
ハ
」 

コ
コ
ハ
「
う
ー
ん
、
天
下
じ
ゃ
な
く
て
世
界
だ
け
ど
。
で
も
、
多
分
と
れ
る
よ
！
」 

チ
ア
キ
「
や
っ
ぱ
簡
単
だ
な
、
天
下
。
よ
し
、
ま
ず
は
Ｍ
１
だ
！
」 

ユ
キ 

「
す
ご
い
、
チ
ア
キ
」 

ツ
ム
ギ
「
そ
れ
っ
て
誰
で
も
出
れ
る
ん
で
し
ょ
。
み
ん
な
で
予
選
見
に
行
こ
う
よ
」 

リ
ン 

「
い
い
ね
。
で
も
、
今
年
は
も
う
１
回
戦
は
じ
ま
っ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
よ
」 

キ
ー
コ
「
あ
ら
」 

チ
ア
キ
「
え
～
っ
！
？
」 

キ
ー
コ
「
じ
ゃ
あ
…
、
コ
ン
ビ
解
散
ね
」 

チ
ア
キ
「
え
え
っ
、
う
そ
ー
ん
…
！ 

コ
コ
ハ
ぁ
～
、
天
下
と
れ
る
っ
て
」 

コ
コ
ハ
「
や
ー
っ
！
」 

  
 
 
 
 
 

コ
コ
ハ
、
タ
ロ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
ひ
く
と
、
塔
。 

 

コ
コ
ハ
「
あ
、
塔
だ
」 
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チ
ア
キ
「
塔
？
」 

ツ
ム
ギ
「
な
に
そ
れ
」 

キ
ー
コ
「
ど
ん
な
意
味
な
ん
で
す
？
」 

コ
コ
ハ
「
簡
単
に
言
う
と
、
一
番
悪
い
カ
ー
ド
」 

チ
ア
キ
「
や
ば
み
ざ
わ
！
」 

キ
ー
コ
「
ま
あ
」 

部
長 

「
芸
人
は
諦
め
ろ
っ
て
こ
と
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

チ
ア
キ
「
そ
ん
な
ぁ
…
」 

ユ
キ 

「
チ
ア
キ
、
今
回
は
、
っ
て
こ
と
か
も
知
れ
な
い
よ
」 

ツ
ム
ギ
「
そ
う
だ
よ
。
来
年
が
ん
ば
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
」 

チ
ア
キ
「
じ
ゃ
あ
ツ
ム
ギ
、
コ
ン
ビ
組
ん
で
」 

ツ
ム
ギ
「
え
ー
？
」 

チ
ア
キ
「
部
長
、
新
コ
ン
ビ
結
成
し
ま
し
た
！ 
見
て
く
だ
さ
い
、
チ
ア
ム
ギ
の
シ
ョ
ー
ト

コ
ン
ト
！
」 

ユ
キ
コ
コ
ハ
キ
ー
コ
「（
Ｍ
１
出
囃
子
）
♪
エ
セ
ギ
ャ
リ
ギ
ャ
リ
ギ
ャ
リ
ギ
ャ
リ
ギ
ャ
リ
ギ
ャ

リ
ギ
ャ
リ
ギ
ャ
リ
ギ
ャ
ー
！
」 

部
長
リ
ン
「
♪
オ
オ
ー
ッ
、
オ
オ
ー
ッ
…
ジ
ャ
ー
ン
」 

チ
ア
キ
「
シ
ョ
ー
ト
コ
ン
ト
『
ソ
レ
ナ
女
』。
ツ
ム
ギ
学
食
行
こ
」 

ツ
ム
ギ
「
ソ
レ
ナ
」 

チ
ア
キ
「
ん
～
パ
ス
タ
ラ
ン
チ
に
し
よ
。
ツ
ム
ギ
は
？
」 

ツ
ム
ギ
「
ソ
レ
ナ
」 

チ
ア
キ
「
う
ち
シ
ョ
ウ
タ
君
に
コ
ク
ら
れ
て
困
っ
て
ん
だ
よ
ね
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
？
」 

ツ
ム
ギ
「
ソ
レ
ナ
？
」 

チ
ア
キ
「
あ
、
シ
ョ
ウ
タ
君
、
こ
っ
ち
友
達
の
ツ
ム
ギ
」 

ツ
ム
ギ
「
は
じ
め
ま
し
て
」 

チ
ア
キ
「
そ
こ
は
ソ
レ
ナ
で
し
ょ
」 

ツ
ム
ギ
「
ソ
レ
ナ
ー
」 

チ
ア
キ
「
や
め
さ
せ
て
も
ら
う
わ
」 

チ
ア
キ
ツ
ム
ギ
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」 

ユ
キ 

「（
拍
手
）
す
ご
い
す
ご
い
面
白
か
っ
た
！
」 

チ
ア
キ
「
や
っ
た
！ 

チ
ア
ム
ギ
で
天
下
を
目
指
そ
う
！
」 

ツ
ム
ギ
「
え
ー
」 

キ
ー
コ
「
き
っ
と
い
け
ま
す
！
」 

リ
ン 

「
部
長
が
書
い
た
方
が
面
白
い
と
思
う
け
ど
…
」 

部
長 

「
ダ
メ
よ
、
ダ
メ
ダ
メ
」 

ユ
キ
ツ
ム
ギ
「
そ
れ
、
な
つ
か
し
い
！
」 
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コ
コ
ハ
「
あ
、
バ
ス
両
方
来
た
」 

  
 
 
 
 
 

Ｓ
Ｅ
バ
ス
の
止
ま
る
音
。 

 

コ
コ
ハ
「
キ
ー
コ
乗
り
遅
れ
る
よ
」 

キ
ー
コ
「
は
ー
い
。
チ
ア
キ
」 

チ
ア
キ
「
あ
、
待
っ
て
よ
ー
！
」 

コ
コ
ハ
「
リ
オ
、
み
ん
な
バ
イ
バ
ー
イ
！
」 

 

一
同
口
々
に
「
バ
イ
バ
イ
」「
ま
た
ね
ー
」「
さ
よ
な
ら
」
な
ど
。 

 
 
 
 
 
 

コ
コ
ハ
、
キ
ー
コ
、
チ
ア
キ
別
の
バ
ス
に
乗
っ
て
去
る
。 

 
 
 
 
 
 

ユ
キ
、
ツ
ム
ギ
、
リ
ン
、
部
長
、
一
度
は
け
て
バ
ス
に
乗
り
込
む
。 

 

⑤  

バ
ス
車
内 

  
 
 
 
 
 

Ｓ
Ｅ
バ
ス
の
発
車
音
。
つ
り
革
を
持
つ
４
人
。 

 
 
 
 
 
 

つ
り
革
を
使
っ
た
ダ
ン
ス
。 

 

部
長 

「
…
ユ
キ
」 

ユ
キ 

「
は
い
？
」 

部
長 

「
ス
ト
ー
カ
ー
じ
ゃ
な
か
っ
た
ね
」 

ユ
キ 

「（
笑
っ
て
）
だ
か
ら
違
う
っ
て
言
っ
た
で
し
ょ
」 

リ
ン 

「
ス
ト
ー
カ
ー
？
な
ん
だ
っ
け
、
そ
れ
」 

ユ
キ 

「
２
週
間
ぐ
ら
い
前
か
な
。
部
長
が
演
劇
部
立
ち
上
げ
よ
う
っ
て
チ
ラ
シ
と
か
配
っ

て
部
員
集
め
て
た
と
き
、
声
か
け
た
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
私
、
人
見
知
り
発
動
し

ち
ゃ
っ
て
」 

ツ
ム
ギ
「
い
つ
も
隠
れ
て
見
て
た
ら
部
長
に
カ
ン
違
い
さ
れ
て
」 

部
長 

「
い
や
普
通
に
怖
い
で
し
ょ
。
ど
こ
行
っ
て
も
居
る
し
何
も
言
わ
ず
ジ
ー
ッ
と
見
て

る
ん
だ
か
ら
」 

リ
ン 

「
あ
ー
、
そ
う
だ
っ
た
ね
」 

部
長 

「
で
も
…
…
ユ
キ
が
ツ
ム
ギ
を
呼
ん
で
く
れ
た
か
ら
創
部
で
き
た
。
…
ま
ぁ
一
応
礼

は
言
わ
な
い
と
ね
…
…
あ
り
が
と
」 

ユ
キ 

「
…
部
長
っ
！
」 

部
長 

「
な
、
な
に
よ
、
な
ん
で
涙
目
に
…
や
め
て
よ
ほ
ん
と
…
！
」 

ア
ナ
ウ
ン
ス
「
楽
園
の
女
王
～
、
楽
園
の
女
王
～
」 
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Ｓ
Ｅ
バ
ス
が
キ
キ
ー
ッ
と
停
ま
る
。 

 

部
長 

「
あ
、
着
い
た
。
降
り
ま
す
、
降
り
ま
ー
す
（
出
る
）」 

ユ
キ 

「
あ
！ 
部
長
、
さ
よ
な
ら
ー
！
」 

ツ
ム
ギ
「
ま
た
明
日
」 

リ
ン 

「
お
疲
れ
さ
ま
ー
」 

 

あ
っ
か
ん
べ
ー
し
て
部
長
、
去
る
。 

 
 
 
 
 
 

再
び
バ
ス
が
動
き
出
す
。
Ｓ
Ｅ
バ
ス
の
中
。 

 
 
 
 
 
 

静
か
な
間
。
揺
れ
る
３
人
。 

 

リ
ン 

「
…
ツ
ン
デ
レ
部
長
め
」 

ユ
キ
ツ
ム
ギ
「（
笑
う
）」 

リ
ン 

「
…
で
も
、
私
も
ユ
キ
と
ツ
ム
ギ
に
は
感
謝
だ
な
」 

ユ
キ 

「
え
？
」 

ツ
ム
ギ
「
ど
う
い
う
こ
と
？
」 

リ
ン 

「
お
芝
居
に
は
興
味
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
な
ん
か
周
り
に
「
や
っ
ぱ
り
」
っ
て
思
わ

れ
る
の
嫌
だ
っ
た
し
。
部
長
に
強
引
に
入
部
さ
せ
ら
れ
た
け
ど
、
す
ぐ
や
め
よ
う

と
思
っ
て
た
の
。
…
バ
カ
だ
よ
ね
、
人
の
目
ば
っ
か
気
に
し
て
。
今
ま
で
ず
っ
と

そ
う
だ
っ
た
。
自
意
識
過
剰
で
何
に
も
真
剣
に
向
き
合
っ
て
こ
れ
な
か
っ
た
」 

ユ
キ 

「
…
リ
ン
」 

リ
ン 

「
ユ
キ
と
ツ
ム
ギ
を
見
て
た
ら
、
い
い
な
ー
っ
て
。
私
も
、
も
う
格
好
つ
け
る
の
や

め
る
」 

ユ
キ
ツ
ム
ギ
「
…
…
…
」 

 

ユ
キ
と
ツ
ム
ギ
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。 

 

ツ
ム
ギ
「
で
も
で
も
で
も
で
も
」 

ユ
キ 

「
リ
ン
は
華
麗
で
格
好
い
い
！
」 

ツ
ム
ギ
「
ソ
レ
ナ
」 

リ
ン 

「（
笑
っ
て
）
ひ
ど
ー
い
」 

ア
ナ
ウ
ン
ス
「
純
血
の
女
王
～
、
純
血
の
女
王
～
」 

リ
ン 

「
着
い
た
。
じ
ゃ
あ
ね
」 

ユ
キ 

「
う
ん
！
」 

ツ
ム
ギ
「
リ
ン
、
明
日
殺
陣
を
教
え
て
ね
！
」 

リ
ン 

「
一
緒
に
稽
古
し
よ
う
」 
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ツ
ム
ギ
「
う
ん
！
」 

ユ
キ 
「
ば
い
ば
ー
い
！
」 

ツ
ム
ギ
「
ば
い
ば
ー
ー
い
！
」 

  
 
 
 
 
 

リ
ン
、
去
っ
て
行
く
。 

 
 
 
 
 
 

Ｓ
Ｅ
バ
ス
が
発
車
す
る
。 

 

ツ
ム
ギ
「
…
動
き
出
し
た
ね
」 

ユ
キ 

「
う
ん
。
動
き
出
し
た
」 

ツ
ム
ギ
「
こ
れ
か
ら
色
々
あ
る
ん
だ
ろ
う
な
ー
」 

ユ
キ 

「
色
々
あ
る
よ
、
き
っ
と
」 

ツ
ム
ギ
「
…
同
じ
こ
と
し
か
言
っ
て
な
い
」 

ユ
キ 

「
だ
っ
て
ツ
ム
ギ
が
先
に
言
う
ん
だ
も
ん
」 

ツ
ム
ギ
「
じ
ゃ
あ
、
ユ
キ
か
ら
話
し
て
」 

ユ
キ 

「
そ
う
？
…
…
じ
ゃ
あ
改
め
て
」 

ツ
ム
ギ
「
え
？
」 

ユ
キ 

「
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
、
ツ
ム
ギ
！
」 

  
 
 
 
 
 

Ｅ
Ｄ
曲
が
か
か
る
。 

 
 
 
 
 
 

２
人
が
キ
ャ
ス
ト
を
呼
び
込
ん
で
、
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
。 

（
終
わ
り
） 

     


